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3 スペイン領南米における先住民共和国の創設

 

一
九
六
〇
年
代
後
半
、
ペ
ル
ー
の
人
類
学
者

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

・
フ
エ
ン
サ
リ
ダ

・
ボ
ル
マ
ー
ル
は
、
｢
ペ
ル
ー
の
先
住
民
共
同
体
の
植
民

地
時
代
の
母
胎
｣
(｢
F
u
e
n
z
a
l
i
d
a
 
V
o
l
l
m
a
r
 
1
9
6
7
-
1
9
6
8

)
と
題
す
る
小
論
を
発
表
し
た
。
こ
の
論
文
は
そ

の
重
要
性

に
見
合
う
だ
け
の
注
目

を
集
め
な
か

っ
た
が
、
そ
の
中
で
彼
は
、
｢先
住
民
共
同
体
が
中
央

ア
ン
デ
ス
の
農
村
社
会

の
典
型
的
特
徴
を
な
し

て
い
る
｣
事
実
を
強
調

し
て
い
る
。
彼
は
そ
の
特
徴
を
概
観
し
、
そ
の
歴
史
的
形
成
を

｢植
民
地
時
代

の
母
胎
 
m
a
t
r
i
z
 
c
o
l
o
n
i
a
l

｣
と
彼
が
呼
ぶ
も
の
と

の
関
連
で

説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
大
陸
の
征
服
に
際
し
て
ス
ペ
イ
ン
人
が
先
住
民
に
課
し
た
支
配
と
搾
取
の
体
制
で
あ
る
。

 
フ

エ
ン
サ
リ
ダ

・
ボ
ル
マ
ー
ル
が
こ
の
洞
察
力
に
富
む
論
文
を
発
表
し
た
と
き
、
ア
ン
デ
ス
地
域

の
民
族
学
は
そ

の
黎
明
期
に
あ

っ
た
。

記
念
碑
的
な

『南
米
先
住
民

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

(
S
t
e
w
a
r
d
 
1
9
4
6
-
1
9
5
9

)
の
刊
行
は
、
イ
ン
カ
帝
国
を
原
初
的
共
産

主
義

の
到
達
点
、
先
住

民
共

同
体
を
そ
の
残
滓

と
み
な
す

マ
ル
ク
ス
主
義

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
終
止
符
を
打

っ
た
。
現
地
調
査

に
基
づ
く
デ
ー
タ
は
次
第
に
増
大
し
、

そ
の
蓄
積
に
基
づ

い
て
フ
エ
ン
サ
リ
ダ

・
ボ
ル
マ
ー
ル
は
、
｢
ペ
ル
ー
の
先
住
民
共
同
体
は
征
服

の
産
物

で
あ
る
｣

(
F
u
e
n
z
a
l
i
d
a
 
V
o
l
l
m
a
r

1
9
6
7
-
1
9
6
8
:
9
5

)
と

い
う
仮
説
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
、
先
住
民
人
口
の
集
住
化
、
租
税
と
賦
役

の
徴
発
、
市
参
事
会
と
信

徒
会

の
設
置
な
ど
、
共
同
体
の
形
成
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
植
民
地
政
策
の
い
く

つ
か
を
指
摘
し
て
い
る
。
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今
日

の
我

々
は
、
か

つ
て
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
だ

っ
た
地
域
の
先
住
民
共
同
体

の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
は
る
か
に
多

く
の
こ
と
を
知

っ
て

い
る
。
も

っ
と
も
、
そ
の
起
源
に
対
す
る
フ
エ
ン
サ
リ
ダ

・
ボ
ル
マ
ー
ル
の
関
心
を
共
有
す
る
者
は
、
決
し
て
多
く

な
い
。
あ
る
種

の
本
質

主
義
が
歴
史
的
探
求

の
妨
げ
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ン
デ
ス
の
民
族
誌
研
究
で
は
、
先
住
民
共
同
体
は

｢
ア
ン
デ
ス
的

a
n
d
i
n
o

｣
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
列
島
型
土
地
利
用
、
互
酬
性
、
ア
イ

ユ
親
族
集
団
、
双
分
組
織
、
山
の
神
と
地
母
神

へ
の
信
仰
な
ど
を
本

質
的
特
徴
と
し
、
そ
れ
ら
を
変
化
さ
せ
る
い
っ
さ
い
の
外
圧
に
抗
し
て
き
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
が
ち
で
あ
る
。
確

か
に
、
時
間
の
流
れ
に

敏
感
な

民
族
誌
研
究
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
う
し
た
研
究
は
、
資
本
主
義
経
済
の
成
長
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
、
政
治
的
ラ
デ
ィ
カ

リ
ズ
ム

の
浸
透
や
N
G
O
の
活
動
、
生
態
系

の
破
壊
な
ど
、
比
較
的
近
年

の
変
化
に
関
心
を
寄
せ
る
傾
向
に
あ
る
。

 
今
日

の
先
住
民
共
同
体
の
特
徴

の
い
く

つ
か
、
例
え
ば
、
碁
盤
目
状
の
街
区
や
市
参
事
会
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
祭
礼
が
、
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る

征
服
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
さ
れ
た
制
度
や
慣
行
、
価
値
が
、
先
住
民
に
押
し
つ
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ら
れ
、
彼
ら
に
よ
り
同
化
さ
れ
て
、
伝
統
の

一
部
と
な

っ
て
い
く
複
雑
な
過
程
に
光
を
当
て
た
研
究
は
、
決
し
て
多
く
な
い
。
征
服
当
初
の

破
壊
と
混
乱
が
終
息
し
た
あ
と
、
い
つ
ご
ろ
、
い
か
に
し
て
先
住
民
の
問
で
新
た
な
総
合
が
達
成
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
、
我
々
は
詳
し
く
知

ら
な
い
の
で
あ
る
。

 

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
ナ
タ
ン

・
ワ
シ
ュ
テ
ル
に
よ
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
下
の
先
住
民
社
会
の
変
容
は
、
個
々
の
要
素
が
取
り
除
か
れ

た
り
、
付
け
加
わ

っ
た
り
す
る
と

い

っ
た
単
純
な
も

の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
自
己
の
定
義
と

い
う
深

い
レ
ベ
ル

に
ま
で
達
し
て

い
る

(
W
a
c
h
t
e
l
 
1
9
9
2

)
。
ワ
シ

ュ
テ
ル
は
、
チ
パ
ヤ
と
ユ
ラ
と
ク
ル
タ
と

い
う
ボ
リ
ビ
ア
高
地
の
三

つ
の
民
族
に
関
す
る
研
究

(〉
σ嘆
o｢o日
玄
①

1
9
8
6
;
 
R
a
s
n
a
k
e
 
1
9
8
8
;
 
W
a
c
h
t
e
l
 
1
9
9
0

)
を
参
照
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

｢植
民
地
支
配
下
の
先
住
民
世
界

の
変
容
の

帰
結
｣

(
W
a
c
h
t
e
l
 
1
9
9
2
:
 
3
9

)
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
ワ
シ

ュ
テ
ル
の
仮
説
で
は
、
そ
れ
ら
は
植
民
地
時
代
末

期
に
新
た
に
形
成
さ
れ

た
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
が
し
ば
し
ば
ケ
チ

ュ
ア
や
ア
イ

マ
ラ
、
グ
ア
ラ
ニ
な
ど
の
言
語
的
範
躊
を
民
族
的
範
疇
と
同

一
視
し
、

そ
れ
ら

が
征
服
以
前
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
存
続
し
て
い
る
と
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、

ワ
シ
ュ
テ
ル
の
議
論
は
大
き
な
前
進
と
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い
え
る
。

 
本
論
は
、

フ
エ
ン
サ
リ
ダ

・
ボ
ル
マ
ー
ル
や
ワ
シ
ュ
テ
ル
の
先
例
に
倣

っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
旧
植
民
地
に
お
け
る
先
住
民
共
同
体

の

｢植

民
地
時

代
の
母
胎
｣
を
究
明
す
る
試
み
で
あ
る
。
本
論
は
、
ボ
リ
ビ

ア
低
地

の
先
住
民
モ
へ
ー

ニ
ョ
に
焦
点
を
当

て
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
論
は
ま
た
、
モ
へ
ー

ニ
ョ
の
事
例
を
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
南
米
の
植
民
地
化
と

い
う
幅
広
い
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
位
置
づ
け
る
。
と
り
わ
け
、
モ
へ
ー

ニ
ョ
が
た
ど

っ
た
歴
史
的
軌
跡
を
ア
ン
デ
ス
高
地
の
ア
イ

マ
ラ
語
系
諸
民
族
の
そ

れ
と
比
較
し
、
共
通
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
筆
者
が
強
調
し
た
い
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
政
策
が
及
ぼ
し
た
画

一
化
の
効
果
で
あ
る
。

先
住
民

人
口
の
集
住
化
、
ス
ペ
イ

ン
人
と
先
住
民
の
居
住
空
間
の
分
離
、
市
参
事
会

の
設
置
な
ど
の
諸
政
策
は
、
民
族
的

・
言
語
的
差
異
に

か
か

わ
り
な
く
、
植
民
地
全
土
で
実
施
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
今
日
、
ス
ペ
イ
ン
の
旧
植
民
地
の
先
住
民
の
問
に
は
、
高
度
な
社
会
的

・
文

化
的
均

一
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
南
米

の
植
民
地
が

一
九
世
紀
初
め
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
し
て
か
ら
も
、
先
住
民
共
同
体
は
と
き
ど
き
の
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
続
け
た

と

い
う
自
明
の
事
実
を
否
定
す
る
意
図
は
、
筆
者
に
は
な

い
。
し
か
し
、
筆
者

の
考
え

で
は
、
植
民
地
時
代
末
期

に
は
、
ワ
シ

ュ
テ
ル
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

｢結

晶
化
｣
と
呼
ん
だ
現
象
が
生
じ
、
新
た
な
社
会
形
態
が
先
住
民
の
問
で
明
確
な
形
を
な
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
征
服
以
前

に
起

源
が
さ
か
の
ぼ
る
民
族
集
団
は
消
滅
し
、
そ
の
残
滓

か
ら
新
た
な
社
会
が
姿
を
現
し
た
。
そ
れ
ら
の
社
会
は
今

日
の
先
住
民
共
同
体
の

基
本
的
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
そ
の
先
行
形
態
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
論

で
は
、
そ
れ
ら
を

｢先
住
民
共
和

国
｣
と
名
づ
け
、
ス
ペ

イ
ン
統
治
下
の
そ
の
形
成
過
程
を
た
ど

っ
て
み
た

い
。
他
方
、
｢先
住
民
共
同
体
｣
と

い
う
名
称
は
、

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に

か
け

て
、
資
本
主
義
経
済

の
成
長
と
国
民
国
家
建
設

の
圧
力
の
も
と
に
出
現
し
た
社
会
形
態
を
指
す
も

の
と
し
て
使

い
た
い
。
先
住
民
共
和

国
か
ら
先
住
民
共
同
体

へ
の
移
行
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
だ
が
、
本
論
で
は
扱
わ
な
い
。
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モ
ホ
ス
に
お
け
る
民
族
の
生
成
と
言
語
の
形
成

 
初
め
に
、
モ
ホ
ス
地
方
と
そ
の
先
住
民
の
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
同
地
方
の
地
理
的
範
囲
は
お
お
む
ね
今
日
の
ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
ベ

ニ
県
に
相
当
す
る
。
ベ
ニ
県
は
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域

の
南
西
の
端
に
位
置
し
、
気
候
は
熱
帯
で
あ
る
。
地
表

の
大
部
分
は
サ
バ
ン
ナ
で
覆
わ
れ

て
お
り

、
ア
ン
デ
ス
山
脈
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
川
に
流
れ
込
む
幾
多

の
河
川
が
そ
こ
を
横
断
し
て
い
る
。

 
植
民

地
の
主
要
都
市
か
ら
遠
く
離
れ
、
貴
金
属
を
産
出
し
な
い
た
め
、
征
服
当
初
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
サ
バ
ン
ナ
に
分
け
入
る
こ
と
は
稀
で

あ
り
、
数
少
な
い
植
民
地
化

の
試

み
は

い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ

っ
て
い
る
(
C
h
a
v
e
z
 
S
u
a
r
e
z
 
1
9
8
6
:
 
5
3
-
1
6
6
;
 
G
a
r
c
l
a
 
R
e
c
i
o
 
1
9
8
8
:
2
1
-
7
8

)。

モ
ホ
ス
地
方
で
最
初
に
本
格
的
な
植
民
地
化
事
業
を
企
て
た
の
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
系
修
道
会
の
イ
エ
ズ
ス
会
で
あ
る
。

同
会

の
宣
教
師
は

↓

六
七
〇
年
代
に
ミ
ッ
シ

ョ
ン
建
設
を
開
始
す
る
が
、
当
時
サ
バ
ン
ナ
に
は
数
多
く

の
民
族
が
暮
ら
し
て
い
た
。
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
を

話
し
、
河
川
に
沿

っ
て
広
く
散
在
し
、
狩
猟
と
漁
労
と
焼
畑
農
耕
を
営
ん
で
い
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
最
初
に
接
触
し
た

の
は
マ
モ
レ
川
上
流

の
諸
民
族
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
ア
ラ
ワ
ク
語
系
の
言
語
を
話
し
た
た
め
、
宣
教
師
は
民
族
的
差
異
を
無
視
し
て
彼

ら
を

｢
モ
ホ

ヨ
ε
o

(ま
た
は
m
o
x
o)｣
、
そ
の
言
語
を

｢
モ
ホ
語
l
e
n
g
u
a
 
m
o
j
a

(ま
た
は
l
e
n
g
u
a
 
m
o
x
a

)｣
と
呼
ん
だ
。

一
七
世
紀
末

、
イ

エ
ズ
ス
会
員
は

彼
ら
の
間
に
ロ
レ
ト
、
ト
リ
ニ
ダ
、
サ
ン

・
イ
グ
ナ
シ
オ
、
サ
ン

・
ハ
ビ

エ
ル
の
四

つ
の
町
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
、
宣
教
師
た
ち
は
活
動

範
囲
を

マ
モ
レ
川
下
流
、
サ
バ
ン
ナ
西
部
、
そ
し
て
北
東
の
森
林
地
帯
に
拡
大
し
た
。
最
盛
期
に
は
、

モ
ホ
ス
地
方

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヨ

以
上
の
町
、
三
万
五
千
以
上
の
人
口
を
擁
し
て
い
た

(図
1
)
。

 
現
代

の
民
族
学
の
文
献

で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
員
が

｢
モ
ホ
｣
と
呼
ん
だ
人

々
の
子
孫
は

｢
モ
へ
ー

ニ
ョ
m
o
j
e
n
o
｣

と
い
う
名
で
知
ら
れ

 
 

 

て
い
る
。
筆
者
は

一
九
九
四
年
以
来
、
彼
ら

の
問
で
数
回
、
民
族
学
調
査
を
実
施
し
た
。
今
日
、
彼
ら

の
大
多
数
は
小
さ
な
集
落
に
散
ら

ば

っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
イ

エ
ズ

ス
会
が
建
設
し
た
四
つ
の
町
も
存
続
し
て
お
り
、
相
当
数

の
先
住
民
が

｢白
人
b
l
a
n
c
o
｣
を
自
称
す
る

人
々
と

肩
を
並
べ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
先
住
民
た
ち
は
、
四
つ
の
町
以
外

の
場
所
に
住
ん
で
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
ら

の
町
の

一
つ
を
故
郷
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図1 スペ イ ン領 南米 の主 なイ エズ ス会 ミッ ション
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と
み
な

し
、
そ
こ
に
強

い
帰
属
意
識
を
持

っ
て
い
る
。
実
際
、
モ

へ
ー

ニ
ョ
に
と

っ
て
、
町

へ
の
帰
属
意
識
は
民
族
意
識
と
同

一
で
あ
る
。

彼
ら
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を

｢
モ
ホ
｣
や

｢
モ

ヘ
ー
ニ
ョ
｣
と
は
呼
ば
な

い
。
彼
ら

の
名
乗
り
は

｢
ロ
レ
タ
ノ
l
o
r
e
t
a
n
o

｣
、
｢ト
リ
ニ
タ

リ
オ
t
r
i
n
i
t
a
r
i
o

｣
、
｢イ
グ
ナ
シ
ア
ノ
 
i
g
n
a
c
i
a
n
o

｣
、
｢
ハ
ベ
リ
ア
ノ
 
j
a
v
e
r
i
a
n
o

｣

で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
ス
ペ
イ
ン
語

は
、
字
義
ど
お
り
に

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら

は
、
｢
ロ
レ
ト

の
住
民
｣
｢ト
リ

ニ
ダ
の
住
民
｣
｢サ
ン

・
イ
グ
ナ
シ
オ
の
住
民
｣
｢サ
ン

・
ハ
ビ

エ
ル
の
住
民
｣
を
意
味
す
る
。

 
筆
者

は
こ
れ
ら
の
集
団
を

｢民
族
｣
と
呼
ん
で
も
支
障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
集
団

へ
の
帰
属
は
居
住
で
は
な
く
出
生
に

よ
り
決

ま
る
の
だ
か
ら
。
例
え
ば
、
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
の
夫
婦

の
子
供
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
と
、
ト
リ
ニ
タ
リ
オ
な

の
で
あ
る
。
多
く

の
人

々
が
故
郷
の
町
以
外
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
の
は
確
か
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
彼
ら
の
帰
属
意
識
を
弱
め
は
し
な

い
。
そ
も
そ
も
、
モ
ホ

ス
地
方

で
は
、
人
口
の
広
範
囲
な
分
散
は
比
較
的
近
年
の
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は

一
九
世
紀
中
葉
に
始
ま
り
、
二
〇
世
紀
に
加
速
し
た
。
そ

れ
以
前

に
は
、
先
住
民
の
大
多
数
が
四

つ
の
町
と
そ
の
近
郊
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
、
歴
史
資
料
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

 
モ
へ
ー

ニ
ョ
の
諸
集
団
は
社
会
的

・
文
化
的
特
徴
の
多
く
を
共
有
し
て
い
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
核
と
す
る
宗
教
色

の
強

い
文
化
を
維
持
し
て
お
り
、
彼
ら
の
共
同
体
は

｢
カ
ビ
ル
ド
c
a
b
i
l
d
o

｣
と
呼
ば
れ
る
自
治
組
織
に
よ
り
統
治

さ
れ
て
い
る
。
集
団
名

称
と
帰

属
意
識
以
外
に
彼
ら
を
区
別
す
る
も

の
と
し
て
は
、
言
語
が
あ
る
。
実
際
、
四

つ
の
集
団
は
モ
ホ
語

の
異
な

る
方
言
を
話
す
。
つ
ま

り
、

ロ
レ
タ
ノ
は
ロ
レ
タ
ノ
方
言
、
ト
リ
ニ
タ
リ
オ
は
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
方
言
、
イ
グ
ナ
シ
ア
ノ
は
イ
グ
ナ
シ
ア
ノ
方
言
、
ハ
ベ
リ
ア
ノ
は

ハ

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ベ
リ
ア
ノ
方
言
を
話
す
の
で
あ
る
。

 
以
上

の
事
柄
は
、
先
住
民

の
間
に
イ

エ
ズ

ス
会
員
が
建
設
し
た
四
つ
の
町
が
、
民
族
生
成
と
言
語
形
成

の
た
め
の
鋳
型
と
し
て
機
能
し
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ト
リ
ニ
ダ
の
町
に
集
め
ら
れ
た
人
々
は
、
や
が
て
社
会
的
に
統
合
さ
れ
、
共
通

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
獲
得
し
て
、
自
ら
ト
リ
ニ
タ
リ
オ
を
名
乗
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
ま
た
共
通
の
言
語
も
作
り
出
し
た
。
そ
し
て
、
町
の
人

口
が
分
散
し
た
あ
と
も
、
共
通
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
言
語
を
維
持
し
、
ト
リ
ニ
ダ
を
故
郷
と
み
な
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
本
論

は
、
次
の
二

つ
の
仮
説
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第

一
の
仮
説
は
、
今
日
の
モ

へ
ー
ニ
ョ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
言
語
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は
、
植
民
地
化
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
過
去
の
遺
産
で
は
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
下
、
先
住
民
が
生
き
抜

い
た
社
会
的

・
文
化
的
変
容

の
帰
結

で
あ
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
仮
説
は
、
こ
の
民
族
生
成
と
言
語
形
成

の
過
程
で
、
町
の
建
設
と
そ
こ
へ
の
先
住
民

の
集
住
化
が

決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
本
論
で
筆
者
は
、
イ
エ
ズ

ス
会
員
が
町
に
集
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
共
同
生
活
を

営
む
た
め
ど

の
よ
う
な
折
り
合

い
を

つ
け
た
の
か
、
そ
し
て
彼
ら
の
間
に
い
か
に
し
て
新
た
な
社
会
形
態
が
出
現
し
た

の
か
を
説
明
し
た

い
。
ま

た
、
ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
な
ど

の
名
称
が
い
つ
ご
ろ
登
場
し
、
そ
れ
ら
が
い
か
に
し
て
集
団
名
称
と
な

っ
た

の
か
も
明
ら
か

に
し
た

い
。

先
住

民

の
社
会
的

・
文
化
的
均

一
性

 
モ
へ
ー

ニ
ョ
の
事
例
を
詳
し
く
考
察
す
る
前
に
、
視
野
を
広
げ
て
、
南
米
に
お
け
る
ス
ペ
イ

ン
の
植
民
地
政
策
と
先
住
民

へ
の
そ
の
影
響

を
概
観

し
て
お
き
た
い
。
こ
の
寄
り
道
は
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
モ
へ
ー

ニ
ョ
が
た
ど

っ
た
歴
史
的
軌
跡
は
、
同

様
に
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
支
配
を
生
き
抜

い
た
他
の
地
域
の
先
住
民
の
経
験
と
、
実
質
的
に
同
じ
な
の
だ
か
ら
。
こ
の
点

で
、
ア
ン
デ
ス
高

地

の
先
住
民
と

の
比
較
は
と
り
わ
け
啓
発
的
で
あ
る
。
ア
ン
デ
ス
で
も
、
先
住
民
は
大
き
な
町
に
集
住
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
イ
ベ
リ
ア

半
島
の
市
参
事
会
制
度
が
導
入
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
が
広
め
ら
れ
た
。
ア
ン
デ
ス
の
先
住
民
の
事
例
が
モ
へ
ー

ニ
ョ
の
そ
れ
と
異
な
る
点

は
、
聖
職
者
で
は
な
く
行
政
府
の
役
人
が
、
集
住
化
を
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
政
策

の
長
期
的
帰
結
は
同
じ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
町
に
集
め
ら
れ
た
人
々
は
次
第
に
結
束
し
、
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持

つ
に
至
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
に
は
、
モ

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

へ
ー

ニ
ョ
と
同
様
、
町
の
名
称
を
名
乗
り
と
す
る
集
団
さ
え
あ
る
。

 
筆
者

の
考
え
で
は
、
か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
だ

っ
た
地
域
の
先
住
民
の
際
立

っ
た
特
徴
の

一
つ
は
、
そ
の
社
会
的

・
文
化
的
均

一
性

で
あ
る
。
こ
の
均

一
性
は
、
先
住
民
社
会
の
基
本
単
位
で
あ
る
共
同
体
に
明
瞭
に
み
て
と
れ
る
。
典
型
的
な
共
同
体

は
、
中
核
と
な
る
町
と

そ
の
衛

星
集
落
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
町
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
驚
く
ほ
ど
画

一
化
さ
れ
て
い
る
。
家
屋
と
街
路
は
碁
盤
目
状
に
配
さ
れ
、
正
方
形
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ま
た
は
長
方
形
の
広
場
が
町
の
中
央
を
占
め
て
い
る
。
共
同
体
に
は
平
等
主
義
的
な
自
治
組
織
が
あ
り
、
そ
の
役
人
は
毎
年
、
住
民
の
中
か

ら
選
ば
れ
る
。
国
家

の
行
政
機
構
、
そ
し
て
と
き
に
は
労
働
組
合
や
N
G
O
を
除

い
て
、
共
同
体
よ
り
上
位

の
レ
ベ
ル
の
権
力
は
存
在
し
な

い
。
キ
リ
ス
ト
教
は
共
同
体

の
生
活
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
。
町
は
そ
れ
ぞ
れ
守
護
聖
人
を
仰
ぎ
、
住
民
た
ち
は
そ

の
祭
礼
を
毎
年
、
熱
心

に
執
り
行
う
。

 
先
住
民
は
共
同
体

へ
の
強

い
帰
属
意
識
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
共
同
体

の
成
員
が
集
団
の
名
乗
り
と
し

て
町
の
名
称
を
用
い
る

こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
事
実
に
み
て
と
れ
る
。
先
住
民
に
と

っ
て
共
同
体
は
全
世
界
で
あ
る
、
と
ま
で
い
え
ば
、
誇
張

の
そ
し
り
を
受
け
る

に
違

い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は

｢先
住
民
i
n
d
i
g
e
n
a

｣
、
｢農
民
c
a
m
p
e
s
i
n
o

｣
な
ど
、
共
同
体
を
越
え
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
保

持
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
自
分
た
ち
と

｢白
人
｣
と
を
区
別
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
｢ボ
リ
ビ
ア
人
b
o
l
i
v
i
a
n
o

｣

と
い
う
国
民
的

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

｢
ベ
ニ
人
b
e
n
i
a
n
o

｣
と

い
う
県
民
意
識
も
、
今
日
で
は
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
住

民
が
使

い
分
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
で
、
共
同
体

へ
の
帰
属
意
識
が
今
日
で
も
最
も
基
本
的

で
あ
る
と

い
っ
て
も
、
大
き
な
間
違

い
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

 

ス
ペ
イ
ン
の
旧
植
民
地
の
先
住
民
の
問
に
は
、
言
語
的
差
異
や
国
家
の
境
界
、
生
態
系

の
違

い
を
越
え
て
社
会
的

・
文
化
的
均

一
性
が
認

め
ら
れ
る
。
例
え
ば

モ
へ
ー

ニ
ョ
は
、
植
民
地
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
化
し
な
か

っ
た
ア
マ
ゾ
ン
低
地

の
隣
人
よ
り
も
、
ア
ン
デ
ス
高
地
の
先

住
民
と

の
間
に
よ
り
多
く
の
共
通
点
を
持

っ
て
い
る
。
筆
者

の
考
え
で
は
、
こ
の
社
会
的

・
文
化
的
均

一
性
は
、
主
と
し
て
植
民
地
時
代

の

ス
ペ
イ

ン
人
の
対
先
住
民
政
策
に
起
因
し
て
い
る
。
実
際
、

ス
ペ
イ
ン
人
は
、
征
服
以
前

に
大
規
模
な
王
国
が
栄
え

て
い
た
ア
ン
デ
ス
の
寒

冷
な
高

地
で
も
、
狩
猟
採
集
民
の
小
集
団
が
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
低
地
で
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
植
民
地
化
の
方
策
を

採
用
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
人
に
と

っ
て
、
南
米

の
先
住
民
は

一
様
に
秩
序
あ
る
社
会
を
作
り
上
げ
る
能
力
を
欠

い
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
が

先
住
民

の
た
め
に
そ
う
し
た
社
会
を
作
る
役
割
を
買

っ
て
出
た
の
で
あ
る
。

 

イ
エ
ズ
ス
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
と
り
わ
け
ラ
プ
ラ
タ
地
域

の
グ
ア
ラ
ニ
ー
語
系
先
住
民
の
そ
れ
に
関
す
る
従
来
の
歴
史
研
究
は
、
そ

の
特
異
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性
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

マ
グ
ヌ
ス

・
メ
ル
ナ
ー
や

ニ
コ
ラ
ス

・
ク
シ
ュ
ナ
ー
の
よ
う
な

一
部
の
研
究
者

 
 
 

 

を
除
い
て
、
歴
史
学
者
の
多
く
は
イ

エ
ズ

ス
会
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
建
設
事
業
を
、
ス
ペ
イ
ン
人

の
実
行
支
配
が
及
ば
な

い
辺
境
地
域
で
展
開
さ

れ
た
孤

立
し
た
企
て
、
ま
た
は
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
化
事
業
に
対
抗
す
る

一
種

の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
の
よ
う
に
と
ら
え

て
き
た
。
確
か

に
、
イ

エ
ズ

ス
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
特
異
な
点
が
あ
り
、
ま
た
利
害
の
相
違
が
し
ば
し
ば
宣
教
師
を
植
民
者
と
対
立

さ
せ
た
の
も
事
実
で
あ

る
。
し

か
し
、
広
い
視
野
で
み
る
な
ら
、
イ

エ
ズ

ス
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
化
事
業

の

一
要
素
で
あ
る
。
先

住
民
社
会
を
作
り
替
え
る
た
め
宣
教
師
が
採
用
し
た
方
法
も
、
植
民
地
の
他

の
地
域
で
用
い
ら
れ
た
方
法
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
筆
者

の
考
え

で
は
、
こ
の
画

一
的
な
植
民
地
政
策
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
旧
植
民
地

の
先
住
民
に
対
し
て
持
続
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

集
住
化
政
策

 
そ
れ
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
南
米
の
先
住
民
に
対
し
て
画

一
的
に
採
用
し
た
植
民
地
化
の
方
策
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
か
。

こ
こ
で
、
決
定
的
重
要
性
を
持

つ
と
筆
者
が
考
え
る

一
つ
の
政
策
を
取
り
上
げ
た

い
。
そ
れ
は
、
先
に
言
及
し
た
、
先
住
民
を
大
き
な
町
に

集
め
て
住
ま
わ
せ
る
と
い
う
政
策
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
領
南
米
で
は
、
こ
の
強
制
移
住
政
策
は
通
常

｢
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ

ン
r
e
d
u
c
c
i
o
n

｣
と

呼
ば
れ

て
い
た
。
こ
の
政
策
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
町
も

｢レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
r
e
d
u
c
c
i
o
n

｣
、
ま
た
は
単
に

｢先
住
民

の
町
p
u
e
b
l
o
 
d
e
 
l
o
s

i
n
d
i
o
s

｣
と
呼
ば
れ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
の
重
要
な
政
策
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
存
在
し
な

い
。
ア
ン
デ
ス
地
域
の
歴
史
研
究
で
は
、
ど
ん
な
概
説
書
も

一
五
七

〇
年
代
、
第
五
代

ペ
ル
ー
副
王

フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
デ

・
ト
レ
ド
が
ア
ン
デ
ス
全
土
で
実
施
し
た
大
規
模
な
集

住
化

に
言
及
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
テ
ー
マ
を
扱

っ
た
研
究
の
大
部
分
は
、
似
た
り
寄

っ
た
り

の
概
略
的
記
述
を
繰
り
返
す
だ
け
で
、
こ
れ
ほ
ど
野
心
的
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10

企
て
が

い
か
に
し
て
こ
れ
ほ
ど
広
い
地
域
で
実
施
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
詳
し
く
語

っ
て
く
れ
な
い
。
加
え

て
、
研
究
者

の
多
く
が
集
住
化

政
策
を
失
敗
と
決
め

つ
け
、
先
住
民
社
会

の
そ
の
後

の
変
化
に
対
す
る
こ
の
政
策

の
影
響
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
、
事
態
を
悪
化
さ
せ
て
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い
る
。
例
え
ば
、
ペ
ル
ー
の
歴
史
学
者
ア
レ

ハ
ン
ド
ロ

・
マ
ラ
ガ

・
メ
デ
ィ
ー
ナ
は
、
｢ト
レ
ド
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
は

非
常
に
短
命
に
終
わ

っ
た
｣

(
M
a
l
a
g
a
 
M
e
d
i
n
a
 
1
9
7
4
a
:
 
1
6
3
;
M
a
l
a
g
a
 
M
e
d
i
n
a
 
1
9
7
4
b
:
 
8
4
2
;
M
a
l
a
g
a
 
M
e
d
i
n
a
 
1
9
7
5
:
 
4
1
,
 
4
2
;
 
M
a
l
a
g
a

M
e
d
i
n
a
 
1
9
9
3
:
 
3
0
4

)
、
と
明
言
し
て
い
る
。
研
究
者
た
ち
は
、
集
住
化
で
創
設
さ
れ
た
町
の
住
民
は
、
早
々
と
出
身
の
集
落
に
戻

っ
て
し

ま

っ
た

か
、
租
税
と
賦
役

の
負
担
か
ら
逃
れ
る
た
め
よ
そ
に
移
住
し
て
し
ま

っ
た
、
と
主
張
し
て
い
る
(
D
u
v
i
o
l
s
 
1
9
7
2
:
 
2
4
8
-
2
6
3
;
 
S
p
a
l
d
-

i
n
g
 
1
9
8
4
:
 
2
2
5
-
2
2
6
;
 
W
i
g
h
t
m
a
n
 
1
9
9
0
:
 
9
-
4
4

)
。

 
本
格

的
な
研
究
が
存
在
し
な

い
以
上
、
集
住
化
政
策
が
先
住
民
に
与
え
た
長
期
的
影
響
に

つ
い
て
決
定
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
モ
へ
ー
ニ
ョ
に
関
す
る
筆
者
自
身

の
デ
ー
タ
を
含
め
て
、
現
時
点
で
の
歴
史
人
類
学
的
知
見
を
総
合
す
れ
ば
、
こ
の
政
策
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11

そ
が
以
後
数
世
紀
に
わ
た
る
先
住
民
社
会
の
変
化

の
方
向
を
定
め
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
｢非
常
に
短
命
に
終

わ

っ
た
｣
ど
こ
ろ
か
、

多
く
の
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
は
今
日
ま
で
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
。
町
に
集
め
ら
れ
た
先
住
民
が
分
散
し
、
移
住
し
た

こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ

の
こ
と

は
、
課
税
目
的
で
彼
ら
を
レ
ド

ゥ
ク
シ
オ
ン
に
押
し
込
め
よ
う
と
し
た
植
民
地
官
僚
を
除
け
ば
、
｢
レ
ド

ゥ
ク
シ
オ
ン
の
失
敗
｣

(
W
i
g
h
t
m
a
n
 
1
9
9
0
:
9

)
を
必
ず
し
も
意
味
し
な

い
の
で
あ
る
。

 
集
住

化
政
策

の
目
的
は
何
だ
ろ
う
か
。
数
あ
る
目
的

の
う
ち
、
こ
こ
で
は
二
つ
だ
け
指
摘
し
た
い
。
最
初

の
目
的

は
、
先
住
民
の
キ
リ
ス

ト
教
化

で
あ
る
。
周
知
の
こ
と
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
は
、
金
銀

へ
の
渇
望
に
加
え
て
、
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
新
大
陸
征
服
の
強
力
な
動

因
だ

っ
た
。
王
室
が
こ
の
使
命
を
真
剣
に
受
け
止
め
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
た
こ
と
は
疑
い
な

い
。
も

つ

と
も
、

一
六

・
一
七
世
紀
を
通
じ
て
、
植
民
地
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
は
絶
え
ず
人
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
先
住
民
は
小
さ
な
村
落
に

分
散
し

て
お
り
、
宣
教
師
が
彼
ら
の
居
住
地
に
赴

い
て
信
仰
を
説
こ
う
と
す
る
な
ら
、
膨
大
な
人
員
が
必
要
だ

っ
た

。
巡
回
説
教
師
と
し
て

村
か
ら
村

へ
渡
り
歩
く
か
わ
り
に
、
聖
職
者
た
ち
は
先
住
民
を
大
き
な
町
に
集
め
る
と

い
う
方
法
を
採
用
し
た
。
そ
れ
ら
の
町
は
、
新
た
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12

創
設
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
既
存

の
町
が
造
り
直
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ

ン
は

｢
ド
ク
ト
リ
ー
ナ
 
d
o
c
t
r
i
n
a

｣
と
呼

ば
れ
る
先
住
民
の
小
教
区
と
な
り
、
当
該
地
域
の
司
教
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。
町
に
は
聖
堂
が
建
て
ら
れ
、
教
区

司
祭
が

一
人
任
命
さ
れ
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た
。

 
集
住
化
政
策

の
第
二
の
目
的
は
、
先
住
民
か
ら
租
税
を
徴
収
し
、
賦
役
人
員
を
徴
発
す
る
作
業
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン

領
南
米
で
は
、
行
政
府
は
先
住
民

の
労
働
力
を
搾
取
す
る
体
制
を
構
築
し
、
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
は
そ
の
搾
取
の
た
め

の
基
本
的
枠
組
み
と
し

て
機
能
し
た
。

一
八
歳
か
ら
五
〇
歳
ま
で
の
成
人
男
性
は
、
人
頭
税
を
支
払
い
、
鉱
夫
や
織
工
、
使
用
人
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
人
の
た
め
働
く

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た

(
S
p
a
l
d
i
n
g
 
1
9
8
4
:
 
1
6
1
-
1
6
6

)
。
行
政
府
は
植
民
地
全
土

の
人
口
調
査
を
実
施
し
、
個
々
の
先
住
民
は
特
定
の
レ

ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
の
住
人
と
し
て
登
録
さ
れ
、
許
可
な
く
し
て
町
を
離
れ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
実
際
に
租
税
を
徴
収
し
、
賦
役
人
員
を
徴

発
す

る
役
割
は
、
町

の
先
住
民
行
政
官
に
委
託
さ
れ
た
。
｢
カ
シ
ケ
 
c
a
c
i
q
u
e

｣
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
ら
の
行
政
官
は
、
在
来

の
民
族
集
団
の

世
襲
首
長
だ

っ
た
。
征
服
後
、
彼
ら
は
植
民
地
政
府

の
役
人
と
し
て
特
権
的
身
分
を
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
S
p
a
l
d
i
n
g
 
1
9
8
4
:
 
2
1
9
-
2
2
3
;

T
h
o
m
s
o
n
 
2
0
0
2
:
 
2
9
-
4
4

)
。

 

ス
ペ
イ
ン
領
南
米
で
は
、
集
住
化
政
策
は
他
の
二
つ
の
重
要
な
政
策
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

一
つ
は
ス
ペ
イ
ン
人
と
先
住
民
の
居
住
空
間
の
分
離

で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
カ
ビ
ル
ド
と
呼
ば
れ
る
自
治
組
織
の
設
置

で
あ
る
。
以
下
、

一

つ
ず

つ
検
討
し
て
み
よ
う
。

 

ス
ペ
イ
ン
人
と
先
住
民
の
居
住
空
間
の
分
離
は
、
基
本
的
に
前
者

の
横
暴
か
ら
後
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た

(ζ
αヨ
興

一㊤
ざ
)
。
征
服
当
初
、
ス
ペ
イ
ン
王
室
は
先
住
民
が
植
民
者
か
ら

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
生
活
様
式
を
学
ぶ
こ
と
を
期
待
し
て
、
両
者

の
交
流
を
奨

励
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
起
き
た
の
は
、
植
民
者
に
よ
る
先
住
民
の
虐
待
と
、
先
住
民
の
道
徳
的
退
廃
だ

っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖

職
者

は
こ
の
状
況
を
指
弾
し
、
彼
ら
の
中
か
ら
征
服
戦
争

の
正
当
性
に
疑
義
を
投
げ
か
け
る
者
す
ら
現
れ
た
た
め
、
王
室
は
方
針
を
変
更

し
、

ス
ペ
イ
ン
人
が
先
住
民
の
町
に
住
む
こ
と
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
。
集
住
化
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
町
は
、
先
住
民
の
排
他
的
居
住
空
間

と
さ
れ
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
を
許
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
人
は
教
区
司
祭

の
み
と
な

っ
た
。

 

｢
カ
ビ
ル
ド
 
c
a
b
i
l
d
o

｣
、
｢
コ
ン
セ
ホ
 
c
o
n
c
e
j
o

｣
、
｢
フ
ス
テ
ィ
シ
ァ
 
j
u
s
t
i
c
i
a

｣
な
ど
と
呼
ば
れ
る
イ
ベ
リ
ア
半
島

の
市
参
事
会
制
度
は
、

12!
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13

一
六
世
紀
中
葉
以
降
、
集
住
化
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
す
べ
て
の
先
住
民
の
町
に
導
入
さ
れ
た
。
カ
ビ
ル
ド
は
町

の
自

治
組
織
で
あ
り
、
そ

の

役
人

は
毎
年
、
住
民

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。
主
要
な
役
職
に
は
、
判
事
の
｢
ア
ル
カ
ル
デ
 
a
l
c
a
l
d
e

｣
、
評
議
員
の
｢レ

ヒ
ド
ー
ル
 
r
e
g
i
d
o
r

｣、

警
吏

の

｢
ア
ル
グ
ア
シ
ル
 
a
l
g
u
a
c
i
l

｣
、
書
記
の

｢
エ
ル
ク
リ
バ
ノ
 
e
s
c
r
i
b
a
n
o

｣
な
ど
が
あ

っ
た
。
法
律
上
は
、
前

任
者
が
後
任
者
を
選
出

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
彼
ら
の
主
要
な
職
務
は
、
治
安
維
持
、
紛
争
処
理
、
罪
人
の
処
罰
、
風
紀
粛
正
、
共
同
体
の
金
庫

の
管
理
、
カ

ト
リ

ッ
ク
信
仰
の
促
進
な
ど
だ

っ
た
。
カ
ビ
ル
ド
役
人
は
ま
た
、
先
住
民
行
政
官
が
租
税
を
徴
収
し
、
賦
役
人
員
を
徴
発
す
る
の
を
補
佐
し

た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
植
民
地
時
代
末
期
に
は
、
カ
ビ
ル
ド
は
先
住
民
の
町
の
社
会
的
統
合
の
核
と
な
る
の
で
あ

る
。

 
集
住
化
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
町
は
静
態
的
な
存
在
で
は
な
い
。
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
は
成
長
し
、
分
裂
し
、
増
殖
す

る
。
ア
ン
デ
ス
高
地
で

は
、

一
五
七
〇
年
代
に
副
王
ト
レ
ド
が
創
設
し
た
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
は
、
す
ぐ
さ
ま
増
殖
し
始
め
、
周
囲
に
そ
の
複
製
を
生
み
出
す
よ
う
に

な

っ
た
。

一
度
は
町
に
集
め
ら
れ
た
先
住
民
は
再
び
分
散
し
、
放
棄
さ
れ
た
は
ず

の
集
落
は
不
死
鳥
の
よ
う
に
よ
み
が
え

っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
に
直
面
し
た
行
政
府
の
役
人
は
、
集
住
化
政
策
が
失
敗
し
た
と
考
え
て
危
機
感
を
抱
き
、
対
策
を
講
じ
よ
う
と

し
た

(
M
a
l
a
g
a
 
M
e
d
i
-

n
a
 
1
9
9
3
:
 
3
0
6
-
3
1
0
;
 
W
i
g
h
t
m
a
n
 
1
9
9
0
:
 
2
0
-
2
4

)
。

 
先

住
民

の
人
口
分
散
を
集
住
化
政
策

の
失
敗
の
証
と
み
な
す
役
人
た
ち

の
考
え
は
、
正
し

い
の
だ
ろ
う
か
。

一
面

で
は
、
そ
う
と

い
え

る
。
な
ぜ
な
ら
、
先
住
民
の
移
住
は
必
然
的
に
、
役
人
た
ち
が
居
住
地
で
納
税
者
を
同
定
す
る
の
を
困
難
に
す
る
の
だ
か
ら
。
し
か
し
な
が

ら
、
先
住
民

の
人
口
分
散
は
、
次
に
述
べ
る
二
つ
の
理
由
で
、
征
服
以
前
の
過
去

へ
の
単
純
な
回
帰
で
は
あ
り
え
な

い
。
第

一
の
理
由
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14

レ
ド

ゥ
ク
シ
オ
ン
が
消
滅
し
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
、
先
住
民
は
二

つ
の
居
住
地
を
持
ち
、
そ

の
間
を
行
き
来
し
て
い
た

(
S
a
i
g
n
e
s
 
1
9
9
1
:
 
9
2
,
 
1
0
8

)
。
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
は
通
常
、
｢
エ
ス
タ
ン
シ
ア
 
e
s
t
a
n
c
i
a

｣
と
呼
ば
れ
る
集
落
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
。
｢
エ

ス
タ

ン
シ
ア
｣
に
は
農
場
や
牧
場
が
あ
り
、
先
住
民
は
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
に
家
を
持

つ
と
と
も
に
、
そ
こ
に
も
も
う

一
軒
の
家
を
構
え
、

一

年
の
大
半
を
農
作
物
や
家
畜
の
世
話
を
し
て
過
ご
し
た
。
彼
ら
が
町

へ
赴
く

の
は
、
市
参
事
会
の
会
議
に
参
加
し
た
り
、
租
税
を
支
払

っ
た

り
、
市
場
で
売
り
買

い
し
た
り
、
ミ
サ
に
出
席
し
た
り
、
祭
礼
を
祝

っ
た
り
す
る
と
き
の
み
で
あ
る
。
法
律
上
、
す

べ
て
の
先
住
民
は
町
に
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住
む

べ
き
な
の
だ
が
、
実
際
に
は
、
町
は
居
住
空
間
と

い
う
よ
り
、
政
治
的

・
経
済
的

・
宗
教
的
活
動
の
場
だ

っ
た
。

 
第

二
の
理
由
は
、
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
を
去
り
、

エ
ス
タ
ン
シ
ア
に
身
を
落
ち
着
け
た
先
住
民
が
、
し
ば
し
ば
町
の
空
間
的

・
社
会
的
特
徴

を
再

現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
集
落
を
碁
盤
目
状
に
造
り
直
し
、
市
参
事
会
を
設
置
し
、
役
人
を
選
出
し
た
。
ま
た
、
守
護

聖
人
を
選
び
、
礼
拝
堂
を
建
設
し
、
信
徒
会
を
組
織
し
、
祭
礼
を
祝
う
よ
う
に
な

っ
た
。
も

っ
と
も
、

一
六

・
一
七
世
紀
を
通
じ
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
先
住
民
の
こ
れ
ら
の
活
動
に
厳
し
く
対
処
し
た
。
聖
職
者
は
と
り
わ
け
、
先
住
民
が
自
分
た
ち
だ
け

で
典
礼
を
執
り
行

っ
て

い
る

こ
と
に
憤
慨
し
た
。
聖
職
者
は
先
住
民

の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
異
教
的
慣
行
を
覆

い
隠
す
見
せ
か
け
に
す
ぎ
な

い
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
教
会
当
局
は
し
ば
し
ば
先
住
民
の
集
落
を
巡
察
し
、
礼
拝
堂
を
破
壊
し
、
宗
教
的
指
導
者
を
捕
縛
し
た
。
し
か
し
、

一
七
世
紀
後
半
に

な
る
と
、
教
会
は
先
住
民
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
実
践
を
愚
か
だ
が
無
害
な
迷
信
と
み
な
す
よ
う
に
な
り
、
強
権
的
な
弾
圧
を
控
え
、
以
前
よ
り

寛
容
な
姿
勢
を
示
す
よ
う

に
な

っ
た

(
S
p
a
;
d
o
m
g
 
1
9
8
4
:
 
2
6
7
-
2
6
9

)。
そ
の
お
か
げ
で
、
市
参
事
会
と
信
徒
会
を
備
え
た
比
較
的
大
き
な

エ

ス
タ
ン
シ
ア
は
、

そ
の
母
胎
で
あ
る
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
の
｢
ア
ネ
ホ
 
a
n
e
x
o

｣
、

す
な
わ
ち
付
属
の
町
と
し
て
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15

ア
ネ

ホ
の
い
く

つ
か
は
独
立
し
た
小
教
区
と
な
り
、
司
祭
を
常
駐
さ
せ
る
ま
で
に
な

っ
た
。

 

以
上
の
事
柄
は
、
集
住
化
政
策
が
先
住
民

へ
の

一
方
的
な
強
制
の
み
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
強
制
が
あ

っ
た
の
は
事
実

だ
が
、
先
住
民
も
ま
た
率
先
し
て
集
住
化
に
参
与
す
る
、
と

い
う
側
面
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
碁
盤
目
状

の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
聖
堂
、
守
護
聖

人
、
市
参
事
会
な
ど
を
構
成
要
素
と
す
る
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン

・
モ
デ
ル
は
、
先
住
民
に
よ
り
深
く
内
面
化
さ
れ
た
た

め
、
彼
ら
は
自
分
た
ち

が
逃
れ
よ
う
と
す
る
そ
の
町

の
構
造
を
至
る
と
こ
ろ
で
複
製
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン

・
モ
デ
ル
の
内
面
化
こ
そ
、
先

住
民
共
和
国

の
創
設
を
可
能
に
し
た
も

の
な
の
で
あ
る
。

ミ

ッ
シ

ョ
ン
と

は
何

か

ス
ペ
イ
ン
領
南
米
に
お
け
る
先
住
民
の
町
の
基
本
的
特
徴
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
先
住
民

の
町
は
集
住
化
政
策
に
よ
り
創
設
さ

123
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れ
、
複
数
の
集
落
の
住
民
が
そ
こ
に
集
め
ら
れ
た
。
次
に
、
町
は
先
住
民
の
排
他
的
居
住
空
間
で
あ
り
、
住
民
た
ち

の
自
治
組
織
に
よ
り
統

治
さ
れ
た
。
最
後
に
、
町
は
静
態
的
な
存
在
で
は
な
く
、
植
民
地
時
代
を
通
じ
て
分
裂
と
増
殖
を
繰
り
返
し
た
。
と

こ
ろ
で
、
先
住
民
の
町

に
は

一
つ
の
重
要
な
下
位
範
躊
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
｢
ミ
ッ
シ
ョ
ン
 
m
i
s
i
o
n

｣
と
呼
ば
れ
る
制
度
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
通
常

の
先
住
民
の

町
と
比
較
し
た
場
合
の
そ
の
特
異
性
を
説
明
し
た
い
。

 

ア

マ
ゾ

ン
川
上
流
や
ラ
プ
ラ
タ
川
上
流
な
ど
、
ス
ペ
イ
ン
領
南
米
の
辺
境
地
域
で
は
、
も

っ
ぱ
ら

一
七
世
紀
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
修

道
会
が
先
住
民
を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
た
め
集
住
化
を
実
施
し
た
。
聖
職
者
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
先
住
民

の
町
は

｢
ミ
ッ
シ
ョ
ン
｣
、
ま
た

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16

は
単
に

｢レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
｣
と
呼
ば
れ
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は

い
く

つ
か
特
異
な
点
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
三

つ
だ
け
指
摘
し
た

い
。

 
初
め
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
た
め
の
制
度
で
は
な
く
、
宣
教
師
が

｢不
信
徒
 
i
n
f
i
e
l
｣

ま
た
は

｢
異
教
徒
 
g
e
n
t
i
l

｣
と
呼

ん
だ
非

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
当
時
の
聖
職
者

の
進
化
論
的
図
式
に
よ
れ
ば
、
｢
不
信
徒
｣
ま
た

は

｢異
教
徒
｣
は
ミ

ッ

シ
ョ
ン
に
集
め
ら
れ
、
教
理
の
授
業
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
る
と

｢教
理
学
習
者
 
c
a
t
e
c
u
m
e
n
o

｣
と
な
り
、
｢教
理

学
習
者
｣
は
洗
礼
を

受
け
る
と

｢新
信
徒
 
n
e
o
f
i
t
o

｣
と
な

っ
た
。
｢教
理
学
習
者
｣
と

｢新
信
徒
｣
は
、
十
全
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
及
び

ス
ペ
イ
ン
国
王

の
臣
下

へ
の
移
行
状
態
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
、

=
疋
期
間
、
租
税
と
賦
役
を
免
除
さ
れ
た

(
A
r
m
a
n
i
 
1
9
8
2
:
 
9
1
-
9
2
;
 
M
o
r
n
e
r
 
1
9
6
8
:
 
3
5
,
 
3
7
,
 
5
5
-
5
6
,

①
刈
)
。

 

次

に
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
管
轄
す
る
聖
職
者
は
常
に

｢修
道
会
所
属
聖
職
者

器
碧
再

｣
、
す
な
わ
ち

フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ

会
、
イ

エ
ズ
ス
会
な
ど

の
会
員
だ

っ
た
。
こ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
辺
境
地
域
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
司
教
の
管

轄
外
に
あ
る

の
だ
か

ら
。
植
民
地

の
中
核
地
域
で
は
、
先
住
民
の
町
は

｢ド
ク
ト
リ
ー
ナ
｣、
す
な
わ
ち
先
住
民
の
小
教
区
と
な
り
、
当
該
地
域

の
司
教

の
管
轄

下
に
置

か
れ
た
。
し
か
し
、
辺
境
地
域

で
は
、
司
教
区
は

い
ま
だ
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒

へ
の
宣

教
に
当
た
る
聖
職
者

は
、
所

属
す
る
修
道
会

の
上
長
に
の
み
服
し
て
い
た
。

 

最
後

に
、
宣
教
師
は
先
住
民
に
対
し
て
聖
俗
両
面
に
わ
た
る
権
限
を
持

っ
て
い
た
。
彼
ら
は
司
牧
活
動
を
通
じ
て
先
住
民
の
魂
の
世
話
を
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す
る
だ
け
で
な
く
、
市
参
事
会
の
役
人
を
指
名
し
、
犯
罪
者
を
裁
き
、
紛
争
を
調
停
し
、
農
作
業
や
放
牧
を
監
督
す
る
な
ど
、
世
俗
の
事
柄

全
般
を
管
轄
し
た
。
世
俗
的
権
限
と
宗
教
的
権
限
が
重
複
す
る
こ
と
は
、
確
か
に
例
外
的
だ
が
、
辺
境
地
域
に
は
行
政
府
の
役
人
は
常
駐
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17

ず
、
宣
教
師
が
先
住
民
と
接
触
を
持

つ
唯

一
の
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
む
を
え
な

い
措
置
だ

っ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
明
ら
か
に
暫
定
的
制
度
と
し
て
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
理
論
上
は
、
先
住
民
の
間

に
確
固
と
し
た
信
仰

が
根
づ

い
た
あ
か
つ
き
に
は
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
当
該
地
域
の
司
教
に
引
き
渡
さ
れ
、
ド
ク
ト
リ
ー
ナ
と
し
て
司
教
区

に
編
入
さ
れ
る
は
ず

だ

っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
行
政
府

の
役
人
が
派
遣
さ
れ
、
聖
職
者
は
以
後
、
世
俗
の
事
柄
に
首
を
突

っ
込
む
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
る
は
ず

だ

っ
た
。
さ
ら
に
、
先
住
民
に
は
租
税
と
賦
役
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
は
ず
だ

っ
た
。

 
し
か

し
、
実
際
に
は
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
か
ら
ド
ク
ト
リ
ー
ナ
へ
の
移
行
が
完
全
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
稀
だ

っ
た
。
理
由
は
単
純
で
あ
る
。

植
民
地

に
は
十
分
な
数

の

｢在
俗
聖
職
者
 
s
e
c
u
l
a
r

｣
が
お
ら
ず
、
教
会
当
局
は
修
道
会
の
協
力
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、

一

七
世
紀

中
葉
以
降
、
多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
地
元
の
司
教

の
管
轄
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

(
A
r
n
a
b
u
 
1
9
8
2
:
 
9
3
-
9
4
;
 
M
o
r
n
e
r
 
1
9
6
8
:

6
9
-
7
0

)。
し
か
し
、
司
教
は
め

っ
た
に
介
入
せ
ず
、
実
質
的
に
は
何
も
変
わ
ら
な
か

っ
た
。
行
政
府

の
役
人
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

宣
教
師

は
相
変
わ
ら
ず
聖
俗
両
面
の
権
限
を
持
ち
続
け
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
先
住
民
が
王
室
に
支
払
う
べ
き
租
税
は
、
王
室
が
教
区
司
祭

の

任
に
当
た
る
宣
教
師
に
支
払
う

べ
き
聖
職
録
と
相
殺
さ
れ
た

(
M
o
r
n
e
r
 
1
9
6
8
:
 
6
7

①。。"
①
8

。。9

旨
㊤
噂
お
H
)。
賦
役

の
義
務
も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
先

住
民
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
と
の
国
境
警
護

の
務
め
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
免
除
さ
れ
た

(
A
r
m
a
n
i
 
1
9
8
2
:
 
9
1
-
9
2
;
 
M
o
r
n
e
r
 
1
9
6
8
:
 
5
5
-

5
6
,
 
6
7
,
 
9
5

)
。

 

以
上

の
事
柄
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ド
ク
ト
リ
ー
ナ
の
間
に
明
確
な
境
界
線
が
引
け
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両
者
の
違

い
は
実
質
的
と

い
う
よ
り
状
況
依
存
的
な
の
で
あ
る
。
結
局
、
両
者
は
と
も
に
先
住
民

の
町
と
い
う
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
て
お
り
、
ス
ペ
イ
ン
人
は
両

方
と
も

レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ

エ
ズ

ス
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
研
究
者
は
、
両
者
を
あ
た
か
も
天

国
と
地

獄
の
ご
と
く
対
比
さ
せ
が
ち
で
あ
る
。
研
究
者
は
し
ば
し
ば
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

｢
ユ
ー
ト
ピ

ア
｣
と
形
容
し
、

ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
る
専
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政
と
抑

圧
の
た
だ
中
に
あ
る
解
放
区
の
よ
う
に
描

い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
イ

エ
ズ
ス
会

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

%

常

の
先
住
民
の
町
と
同
じ
植
民
地
政
策
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者

の
考
え
で
は
、
イ

エ
ズ

ス
会
の
ミ

ッ
シ

ョ
ン
建
設
事
業
 

1

が

｢
ユ
ー
ト
ピ

ア
的
｣
と

い
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
そ
れ
が
そ
の

一
部
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
化
事
業
と
同
じ
程
度
に
そ
う
な
の

で
あ
る
。

先
住
民
共
和
国

 

モ
へ
ー

ニ
ョ
の
事
例
で
み
た
よ
う
に
、
植
民
地
時
代
、
集
住
化
政
策
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
先
住
民
の
町
は
、
新
た
な
社
会
が
形
成
さ
れ
る

鋳
型
と
し
て
機
能
し
た
。
な
か
ば
恣
意
的
に
同
じ
町
に
集
め
ら
れ
た
人
々
は
、
次
第
に
統
合
さ
れ
、
や
が
て
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を

持

つ
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
社
会
は
、
今
日
の
先
住
民
共
同
体

の
先
行
形
態
と
み
な
し
う

る
。
本
論

で
は
そ
れ
ら
の
社
会

を
、
当
時
の
言
葉
を
用

い
て

｢先
住
民
共
和
国
 
r
e
p
u
b
l
i
c
a
 
d
e
 
l
o
s
 
i
n
d
i
o
s

｣
と
名
づ
け
た
い
。

 
植
民
地
時
代
、
｢
レ
プ
ブ
リ
カ
 
r
e
p
u
b
l
i
c
a
｣

と

い
う
言
葉
は
、
広
義
に
は
政
治
体
制

一
般
を
、
狭
義
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
リ
ス
を

典
型
と
す
る
、
自
治
組
織
を
備
え
た
都
市
や
町
を
意
味
し
た

(
G
p
m
g
p
r
a
 
1
9
7
5
:
 
1
0
0
;
 
M
a
c
C
o
r
m
a
c
k
 
2
0
0
7
:
 
1
0
1
-
1
3
6
;
M
o
r
n
e
r
 
1
9
7
0
:
 
1
7
-

お
)。
新

大
陸
征
服
以
後
、
ス
ペ
イ
ン
人
は
植
民
地
全
土
に
わ
た

っ
て
多
く

の
都
市
を
建
設
し
た
。
そ
れ
ら
の
都
市
の

一
つ
一
つ
が
レ
プ
ブ

リ
カ
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
後
に
、
集
住
化
政
策
に
よ
り
多
数
の
先
住
民
の
町
が
生
み
出
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
植
民
地
に
は
、
ス
ペ
イ
ン

人
の
レ
プ
ブ
リ
カ
と
先
住
民
の
レ
プ
ブ
リ
カ
が
併
存
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
た
だ
し
、
両
者

の
居
住
空
間
は
分
離
さ
れ

て
お
り
、
彼
ら
が
入

り
交
じ

っ
て
同
じ
レ
プ
ブ
リ
カ
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

 
レ
プ

ブ
リ
カ
は
都
市
空
間
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時

の
ス
ペ
イ

ン
人

の
考
え
で

は
、
人
間
は

一
か
所
に
集
ま
り
、
社
会
を
作
り
上
げ
、
秩
序
あ
る
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
で
、
初
め
て
人
間
と
し
て
の
資
質
を
開
花
さ
せ
る

こ
と
が

で
き
る
の
だ
か
ら
。
自
然
の
た
だ
中
で

一
人
暮
ら
す
人
間
は
、
動
物
以
下
の
存
在
で
し
か
な

い
の
で
あ
る

(
M
o
r
n
e
r
:
 
1
7
-
1
9
;
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P
a
g
d
e
n
 
1
9
8
2
:
 
6
8
-
7
1

)
。

 
レ
プ
ブ
リ
カ
は
、
そ
の
住
民
が
自
分
た
ち
の
中
か
ら
代
表
者
を
選
び
、
統
治

の
任
務
に
当
た
ら
せ
る
と
い
う
意
味
で
、
民
主
的
な
政
治
制

度
で
あ

る
。
実
際
、
レ
プ
ブ
リ
カ
の
政
治
的
正
当
性
は
、
そ
れ
が
住
民
自
身

の
自
治
組
織
で
あ
る
と

い
う
認
識
に
基
づ

い
て
い
た
。
植
民
地

時
代
、

｢
レ
プ
ブ
リ
カ
｣
と

い
う
言
葉
は
都
市
や
町
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
自
治
組
織

で
あ
る
カ
ビ

ル
ド
も
指
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
そ
う
し

た
認
識

を
反
映
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
政
治
思
想
史
の
観
点
か
ら
興
味
深

い
の
は
、
レ
プ
ブ
リ
カ
と

｢君
主
政
 
m
o
n
a
r
q
u
i
a

｣
と

の
関

係
で
あ

る
。
近
代
初
期

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

い
ず

こ
で
も
、
大
き
な
財
力
と
軍
事
力
を
持
ち
、
発
達
し
た
官
僚
機
構
を
備
え
た
集
権
的
君

主
国
が
台
頭
す
る
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
君
主

の
権
力
は
神
に
由
来
す
る
、
と
い
う
考
え
方
が
力
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。
も

っ
と
も
、

ス

ペ
イ
ン
で
は
、
個
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持

つ
自
然
権
を
強
調
す
る
ス
コ
ラ
学
の
思
想
も
ま
た
、
大
き
な
影
響
力
を
持

っ
て
い
た
。

フ

ラ
ン
シ

ス
コ

・
デ

・
ビ
ト
リ
ア
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ス
ア
レ
ス
の
よ
う
な
神
学
者
は
、
君
主
の
権
力
は
も
と
も
と
自
由
な
個
人
の
結
合
体
で

あ
る
レ
プ
ブ
リ
カ
が
彼
に
委
譲
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
委
譲
は
君
主
が
そ
の
権
力
を

｢共
通
善
 
b
i
e
n
 
c
o
m
u
n

｣

の
実
現

の
た
め
行
使
す

る
と

い
う
条
件
の
も
と
で
な
さ
れ
た
、
と

い
う
議
論
を
展
開
し
た
。

つ
ま
り
、
近
代
初
期
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
王
権
は
神
に
由
来
す
る
と
い

う
考
え

と
王
権
は
人
民
に
由
来
す
る
と

い
う
考
え
が
併
存
し
、
拮
抗
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
き
な
君
主
国
の
中
に
小
さ
な
共
和
国
が
林
立

す
る
状

況
が
、
国
家

の
主
権
に
関
す
る
二
つ
の
考
え
が
競
合
す
る
舞
台
を
提
供
し
て
い
た

(
P
a
g
d
e
n
 
1
9
9
0
;
 
S
t
o
e
t
z
e
r
 
1
9
7
9
;
 
T
i
e
r
n
e
y

一8
刈』

○。○。-ω
嵩
)。

 
都
市

空
間
と
自
治
組
織
は
、

ス
ペ
イ
ン
人

の
レ
プ
ブ
リ
カ
と
先
住
民
の
レ
プ
ブ
リ
カ
に
共
通
す
る
主
要
な
特
徴
で
あ

る
。
と
は

い
え
、
後

者
は
イ

ベ
リ
ア
半
島
の
制
度
が
在
来

の
そ
れ
に
強
制
的
に
接
ぎ
木
さ
れ
、
両
者
の
複
雑
な
相
互
作
用

の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
と

い
う
点

で
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
レ
プ
ブ
リ
カ
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
た
。
実
際
、
先
住
民
の
レ
プ
ブ
リ
カ
は
、
新
大
陸
征
服

か
ら
二
世
紀
近
く
を
経

た
後
、
よ
う
や
く
達
成
さ
れ
た
社
会
的

・
文
化
的
総
合
な
の
で
あ
る
。

 
筆
者

の
考
え
で
は
、
先
住
民
共
和
国

の
成
立
は
、
必
然
的
に
征
服
以
前
の
過
去
か
ら
の
断
絶
を
意
味
す
る
。
と

い
う

の
も
、
先
住
民
共
和
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国
は
、
征
服
以
前
に
起
源
が
さ
か

の
ぼ
る
民
族
集
団
が
解
体
さ
れ
な

い
限
り
、
確
立
さ
れ
え
な

い
の
だ
か
ら
。
そ
れ
ら

は
在
来
の
民
族
集
団

の
灰
の
中
か
ら
の
み
姿
を
現
す
の
で
あ
る
。

 

一
例
を
挙
げ
よ
う
。
征
服
以
前
、
南
ア
ン
デ
ス
高
地
で
は
、
ア
イ

マ
ラ
語
を
話
す
諸
民
族
が
王
国
を
築
き
、
互
い
に
覇
を
競
い
合

っ
て
い

19た
。

一
五
七
〇
年
代
、
副
王
ト
レ
ド
の
集
住
化
政
策
に
よ
り
、
そ
れ
ら

の
王
国
の
住
民
は
な
か
ば
恣
意
的
に
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
へ
振
り
分
け

ら
れ
、

世
襲
首
長
は
町
の
行
政
官

の
地
位
に
格
下
げ
さ
れ
た
。
時
が
た

つ
に

つ
れ
、
か
つ
て
の
王
国
は
徐
々
に
瓦
解
し
、
そ
の
記
憶
は
薄
れ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町

の
内
部
で
は
、
カ
ビ
ル
ド
を
核
と
し
て
、
新
た
な
社
会

が
形
を
な
し
て
い

っ
た

(
A
b
e
r
c
r
o
m
b
i
e

1
9
9
8
:
2
1
3
-
3
1
4
;
 
R
a
s
n
a
k
e
 
1
9
8
8
:
 
9
3
-
1
6
5
;
 
W
a
c
h
t
e
l
 
1
9
9
0
:
 
4
1
3
-
5
2
0

)
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
社
会
的
再
編
成
は
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
根
本

的
な
変
容
を
伴

っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
米
国
の
人
類
学
者

ロ
ジ
ャ
ー

・
ラ
ス
ネ
イ
ク
が
調
査
し
た
ボ
リ
ビ
ア
、
ポ
ト
シ
県

の
町

エ
ン

カ
ル
ナ

シ
オ
ン

・
デ

・
ユ
ラ
の
住
民
は
、

一
七
世
紀
初
め
に
は
、
他

の
二
つ
の
町
と
と
も
に

｢
ウ
ィ
シ
サ

設
ω督
鋤｣

と
い
う
民
族
集
団
を

構
成
し

て
い
た
。
し
か
し
、

一
八
世
紀
末
に
は
、
｢ウ
ィ
シ
サ
｣
と

い
う
言
葉
は
記
録
か
ら
消
滅
し
、
町
の
住
民
は

｢
ユ
ラ
 
y
u
r
a
｣
と

い
う

名
称

で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た

(
R
a
s
n
a
k
e

 
1
9
8
8
:
 
9
5
-
1
3
7

)
。
こ
の

｢
ユ
ラ
｣
こ
そ
が
、

一
九
七
〇
年
代
末
、

ラ
ス
ネ
イ
ク
が
民
族

学
調
査
を
行

っ
た
と
き
、
町
の
住
民
が
名
乗
り
と
し
て
い
た
も

の
だ

っ
た
。

 

ア
ン
デ
ス
高
地
で
は
、
集
住
化
は
在
来
の
諸
王
国
を
細
分
化
し
た
。
他
方
、
ア
マ
ゾ
ン
低
地
で
は
、
全
く
逆
の
こ
と
が
起
き
て
い
た
。
ア

マ
ゾ
ン
で
は
、
ス
ペ
イ

ン
人
の
到
来
以
前
、
小
規
模
な
民
族
が
ひ
し
め
き
合

い
、
猟
場
と
河
川
網

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
て
競

い
合

っ
て
い

た
。
人

口

一
千
人
以
上

の
大
き
な
町
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、

ス
ペ
イ
ン
人
は
複
数
の
民
族
を
糾
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
結

果
、
彼

ら
は
多
民
族
の
寄
せ
集
め
を

一
つ
の
レ
プ
ブ
リ
カ
に
統
合
す
る
と

い
う
困
難
な
課
題
に
直
面
す
る
は
め
に
な

っ
た
。
記
録
に
よ
れ

ば
、
新

た
に
建
設
さ
れ
た
町
で
は
、
民
族
を
異
に
す
る
人

々
は
互
い
に
避
け
合
い
、
決
し
て
入
り
交
じ
ろ
う
と
し
な
か

っ
た
。
そ
の
う
え
、

住
民
た

ち
は
異
民
族
出
身

の
カ
ビ
ル
ド
役
人
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
た
。
ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る
先
住
民
共
和
国
の
創
設

は
、
こ
の
困
難
な
状

況
の
克

服
を
前
提
と
し
て
い
た
。
次
節
以
降
で
は
、
モ
ホ
ス
地
方
を
例
に
と

っ
て
、
そ
の
過
程
を
詳
し
く
み
て
い
き
た

い
。
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ア
ン
デ
ス
で
も
ア
マ
ゾ

ン
で
も
、
先
住
民
共
和
国
の
創
設
は
、
在
来
の
民
族
集
団
が
瓦
解
し
、
先
住
民
社
会
が
レ
ド

ゥ
ク
シ
オ
ン
の
枠
組

み
で
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
成
立
し
た
新
た
な
社
会
は
、
先
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
主
権
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
も
な

っ
た
。
と

い
う

の
も
、
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
の
住
民
は
結
束
し
て
｢
コ
ム
ン
 
c
o
m
u
n
｣
、

す
な
わ
ち
共
同
体
と
な
り
、
政
治
的
自
律
を
重
ん
じ
、
そ
れ
を
侵
害
す
る
者
に
徹
底
抗
戦
す
る
よ
う
に
な
る
の
だ
か
ら
。
こ
の
こ
と
は
、

一

八
世
紀
後
半
に
南
ア
ン
デ
ス
高
地
で
頻
発
す
る
民
衆
蜂
起
、
と
り
わ
け

一
七
八
〇
年
か
ら
八

一
年
に
か
け
て
の
大
反
乱

に
、
明
瞭
に
み
て
と

 
 
 
 
 
 

20

る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
武
装
蜂
起
に
お
い
て
民
衆
を
導

い
た
政
治
理
念
は
、
｢
コ
ム
ン
｣

の
自
治
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
在

の
ボ
リ

ビ
ア
、

ラ
パ
ス
県
の
カ
キ
ア
ビ
リ
の
先
住
民
が

一
七
七

一
年
に
町
を
制
圧
し
た
と
き
、
彼
ら
は
、
｢
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル

〔
ス
ペ
イ
ン
人

の
国
家

官
僚
〕
は
死
に
、
他
に
行
政
官
が

い
な

い
い
ま
、

コ
ム
ン
こ
そ
が
王
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
統
治
は
な
さ
れ
る
｣
、
と
宣
言
し

て
い
る

(
T
h
o
m
s
o
n
 
2
0
0
2
:
 
1
5
1
;
 
T
h
o
m
s
o
n
 
2
0
0
5
:
 
5
8

。
)
。

 
植
民
地
時
代
末
期
、

一
般
の
先
住
民
は
植
民
地
体
制
に
き
わ
め
て
批
判
的
に
な
り
、
政
治
的
自
律
を
声
高
に
要
求
す

る
よ
う
に
な
る
。
先

住
民
は
通
常
、
植
民
地
当
局
が
設
定
し
た
範
囲
内
で
自
治
権
を
行
使
し
た
が
、
必
要
な
と
き
に
は
当
局
の
命
令
に
逆
ら
う

こ
と
を
た
め
ら
わ

な
く
な

っ
た
。
町

の
住
民
の
自
治
組
織
と
し
て
の
レ
プ
ブ
リ
カ
の
理
念
が
、
先
住
民
に
よ
り
こ
れ
ほ
ど
深
く
内
面
化

さ
れ
た
こ
と
は
、
特
筆

す
べ
き

こ
と
だ
ろ
う
。
筆
者

の
考
え
で
は
、
こ
の
政
治
理
念
が
先
住
民
社
会
に
浸
透
し
た
主
要
な
回
路
の

一
つ
は
、
市
参
事
会
で
あ
る
。
カ

ビ
ル
ド
は
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
の
た
だ
中
に
、
誰
も
が
参
加
で
き
、
高

い
地
位
ま
で
昇
る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
政
治
空

間
を
切
り
開
い
た
の

で
あ
る
。
南
ア
ン
デ
ス
で
は
、
こ
の
民
主
的
制
度
は
、
世
襲
首
長
が
体
現
す
る
在
来
の
権
威
と
衝
突
せ
ざ
る
を
え
な

か

っ
た
。
首
長
た
ち
の

権
力

の
正
当
性
は
、
彼
ら
が
征
服
以
前

の
諸
王
国
の
支
配
者
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ

い
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
世
襲
首
長
は

先
住
民
共
和
国
の

一
部
に
は
な
り
え
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
、
権
力

の
二
つ
の
形
態
は
深
刻
な
対
立
に
陥

る
。

一
八
世
紀
後
半
に

は
、
南

ア
ン
デ
ス
各
地
で

一
般
の
先
住
民
が
首
長
に
対
し
て
武
装
蜂
起
し
、
彼
ら
を
ス
ペ
イ
ン
人
官
僚
と
と
も
に
殺
害

す
る
と

い
う
事
件
が

頻
発
す

る
の
で
あ
る

(
O
'
P
h
e
l
a
n
 
G
o
d
o
y
 
1
9
9
7
;
 
P
e
n
r
y
 
1
9
9
6
;
 
T
h
o
m
s
o
n
 
2
0
0
2

)
。

129



第2部 イエズス会宣教師の活動舞台

モ
ホ
ス
に
お
け
る
民
族
の
集
住
化

 
本
論

で
は
こ
れ
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
領
南
米

の
植
民
地
政
策

の
基
本
的
特
徴
、
及
び
そ
の
政
策
が
先
住
民
社
会
に
与
え
た
影
響
を
み
て
き

た
。
と
り
わ
け
、
先
住
民
人
口
の
集
住
化
に
注
目
し
、
そ
れ
が

｢先
住
民
共
和
国
｣
と
筆
者
が
名
づ
け
た
社
会
形
態
の
成
立
を
促
し
た
あ
り

さ
ま
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
制
度
の
特
異
性
を
把
握
し
、
修
道
会

の
宣
教
活
動
と
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
支
配
と
の
関
係
を
再

考
し
た
。
以
下
の
諸
節
で
は
、
モ
ホ
ス
地
方

に
話
を
戻
し
、
イ

エ
ズ

ス
会
宣
教
師
が
創
設
し
た
町
の
た
だ
中
に
新
た
な
社
会
が
形
成
さ
れ
る

プ
ロ
セ

ス
を
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

 
イ

エ
ズ
ス
会
が
モ
ホ
ス
地
方
で
本
格
的
な
宣
教
活
動
を
開
始
す
る
の
は
、

一
六
七
〇
年
代
で
あ
る
。
当
初
、
宣
教
師
た
ち
は
、
現
在
の
ボ

リ
ビ
ア
、
ベ
ニ
県
の
マ
モ
レ
川
上
流
の
ア
ラ
ワ
ク
語
系
先
住
民
に
狙
い
を
絞

っ
て
い
た
。
彼
ら
は
先
住
民
の
居
住
地
域

の
綿
密
な
実
地
調
査

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21

を
行

い
、
村

の
位
置
や
人
口
、
民
族
、
言
語
、
宗
教
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
書
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ら
の
報
告
書

の
お
か
げ
で
、
我
々

は
当
時

の
モ
へ
ー

ニ
ョ
の
地
理
的
分
布
と
社
会
的
編
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
報
告
書

の
中
で
、
イ

エ
ズ

ス
会
員
は
、
家
族
よ
り
上
位
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
三

つ
の
社
会
的
範
疇
を
区
別
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
｢プ

エ

ブ
ロ

℃
ロ
Φ
三
〇
｣
、
｢パ
ル
シ
ア
リ
ダ
 
P
a
r
c
i
a
l
i
d
a
d

｣、
｢ナ
シ
オ
ン
 
n
a
c
i
o
n

｣
で
あ
る
。
プ

エ
ブ
ロ
は
人
口
二
〇
人
か
ら

二
〇
〇
人
ほ
ど

の
村

落
を
意
味
す
る
。
プ

エ
ブ
ロ
に
は

一
人

の
首
長
が
お
り
、
プ

エ
ブ
ロ
の
名
称
は
し
ば
し
ば
彼

の
名
前
に
由
来
し
て
い
た
。
首
長
は
戦
争
や
移

住

の
と

き
に
指
導
力
を
発
揮
す
る
以
外
、
限
ら
れ
た
権
限
し
か
持
た
な
か

っ
た
。
モ
へ
ー

ニ
ョ
の
首
長

の
地
位
が
世
襲
だ

っ
た
か
ど
う

か

は
、
は

っ
き
り
し
な

い
。
宣
教
師
の

一
人
が
｢現
在
カ
シ
ケ
〔首
長
〕
職
に
あ
る
者
は
、
亡
く
な

っ
た
カ
シ
ケ
の
息
子
か
兄
弟
で
あ
る
｣
(
C
a
s
t
i
-
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l
l
o
 
1
9
0
6
:
 
3
3
9

)
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
世
襲
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
プ
ロ
ブ

ロ
は
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
り
、
頻
繁
に
場
所
を

変
え
た
り
、
分
裂
し
た
り
、
別
の
プ

エ
ブ
ロ
と
合
併
し
た
り
し
た
。

 
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
は
、
複
数

の
プ

エ
ブ
ロ
か
ら
な
る
比
較
的
安
定
し
た
集
団
で
あ
る
。
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
は
固
有
の
領
土
を
持

つ
が
、
政
治
的
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に

統

合

さ

れ

て
お

ら

ず

、

指

導

者

を

欠

い

て

い
た

。

し

か

し

、

同

じ

パ

ル

シ

ア
リ

ダ

に

属

す

る

人

々

は

、

共

通

の
出

自

を

認

識

し

て
お

り

、

始

祖

の
名

前

に

ち

な

ん

だ

集

団

名

称

を

持

っ
て

い
た

。

彼

ら

は

同

じ

神

々

を

崇

拝

し

、

共

同

で
宗

教

儀

式

を

執

り

行

っ
た

。

こ

れ

ら

の
特

徴

に
基

づ

き

、

本

論

で

は

パ

ル

シ

ア

リ

ダ

を

｢
民

族

｣

と

呼

ぶ

こ
と

に
す

る

。

 

最

後

に

、

ナ

シ

オ

ン
は

同

じ
言

語

を

話

す

パ

ル

シ

ア

リ

ダ

の
集

合

で

あ

る

。

イ

エ
ズ

ス
会

員

は

、

マ
モ

レ

川

上

流

の

ア

ラ

ワ
ク

語

系

諸

民
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族

が

一
つ

の
ナ

シ

オ

ン
を

な

し

て

い

る

と

考

え

、

彼

ら

を

｢
モ

ホ
｣

と

総

称

し

た

。

宣

教

師

は

ま

た

、

彼

ら

の
領

土

の
外

部

に

は

、

｢
カ

ニ

チ

ャ

ナ
 
c
a
n
i
c
h
a
n
a

｣
、

｢
モ

ビ

マ
 
m
o
v
i
m
a
｣
、

｢
イ

ト

ナ

マ
 
i
t
o
n
a
m
a
｣

、

｢
カ

ユ

バ

バ
 
c
a
y
u
b
a
b
a

｣
、

｢
バ

ウ

レ
 
b
a
u
r
e
｣

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

ナ

シ

オ

ン

が

い
る

こ
と

も

知

っ
て

い
た

。

プ

エ
ブ

ロ
と

パ

ル

シ

ア
リ

ダ

が

そ

れ

ぞ

れ

自

称

を

持

つ
の

に

対

し

て

、

ナ

シ

オ

ン

は
自

称

を

持

た

な

い
。

こ

の
こ

と

は
、

先

住

民

に
と

っ
て

ナ

シ

オ

ン
が

明

確

に

認

識

さ

れ

た
社

会

的

範

躊

で

な

か

っ
た

こ
と

を

示
唆

し

て

い
る

。

 

一
七

世

紀

末

、

イ

エ
ズ

ス
会

員

は

モ

へ
ー

ニ

ョ
を

説

得

し

、

彼

ら

を

四

つ
の

町

に

集

住

さ

せ

た

。

す

な

わ

ち

、

ロ
レ

ト

(
一
六

八

二

年

創

設

)
、

ト

リ

ニ
ダ

(
一
六

八

七

年

創

設

)
、

サ

ン

・
イ

グ

ナ

シ

オ

(
一
六

八

九

年

創

設

)
、

サ

ン

・
ハ
ビ

エ
ル

(
一
六

九

一
年

創

設

)
で

あ

る
。

集

住

化

の
と

き

、

同

じ

パ

ル

シ

ア

リ

ダ

に

属

す

る

人

々
は

ま

と

ま

っ
て
行

動

し

、

同

じ

町

に

身

を

落

ち

着

け

た

。

例

え

ば

、

ロ
レ

ト

に

は

、

二

二
の

パ

ル

シ

ア

リ

ダ

が

移

住

し

た

。

す

な

わ

ち

、

カ

サ

ボ

ヨ

ノ

、

ハ
ピ

ル

コ

ノ
、

シ

バ

ケ

リ

ョ

ノ
、

ト

ゥ
ビ

ラ

ナ

、

上

流

の

ス

ベ

リ

ョ

ノ

、

タ

テ

ィ

ル
オ

ノ
、

モ

ウ

レ

モ

ノ

、

下

流

の

ス
ベ

リ

ョ

ノ

、

マ
リ

キ

ョ
ノ

、

ボ

ノ

ペ

オ

ノ

、

チ

ャ

マ
イ

ナ

ノ

、

マ
ネ

ソ

ノ
、

ア

ラ

ク

レ

オ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24

ノ

で
あ

る

。

町

の
人

口

は

約

二
三

〇

〇

人

に
達

し

た

(図

2

)
。

 

創

設

当

初

、

ミ

ッ
シ

ョ

ン

の
町

は

雑

多

な

民

族

の
寄

せ
集

め

に

す

ぎ

な

か

っ
た

。

イ

エ
ズ

ス
会

員

の
報

告

書

に

よ

れ

ば

、

パ

ル

シ

ア

リ

ダ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25

は

そ

れ

ぞ

れ

｢
カ
ピ

タ

ン
 
c
a
p
i
t
a
n

｣

と

呼

ば

れ

る
指

導

者

に

従

い
、

町

の
中

の
異

な

る

街

区

に

住

み

、

異

な

る

畑

を

耕

し

た

(
B
e
i
n
g
o
l
e
a

2
0
0
7
:
 
1
2
9
-
1
3
0

)
。

同

じ
町

に

住

ん

で

は

い
た

が

、

パ

ル

シ

ア

リ

ダ

は

別

々

に
行

動

し

た

の
で

あ

る

。
宣

教

師

の

一
人

は

、

｢
離

れ

て

い
る

こ
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と

が

、

こ

れ

ら

の
先

住

民

の
特

徴

の

一
つ
で

あ

る

。

何

事

に

つ
け

て
も

、

彼

ら

は

ば

ら

ば

ら

で

い

る

こ

と

が

好

き

な

の
だ

｣
、

と

述

べ

て

い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
27

る

。

パ

ル

シ

ア

リ

ダ

は

別

々

に
祈

り

を

唱

え

、

別

々

に
祭

礼

を

祝

い
、

別

々

に
聖

歌

を

歌

い
、

楽

器

を

演

奏

し

た

。

異

な

る

民

族

の
者

は

同
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図2 モホ ス地方 の主 な レ ドゥク シオ ン
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じ
湖
や
川

へ
行
く
と
き
で
さ
え
異
な
る
小
道
を
使

い
、
互

い
に
出
く
わ
さ
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ

の
せ
い
で
、
町
の
周
囲
に
は
無
数
の
小
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
28

が
迷
路
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
る
は
め
に
な

っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29

 
イ

エ
ズ
ス
会
員
は
町
の
各

々
に
市
参
事
会
を
組
織
し
、
ア
ル
カ
ル
デ
、
レ
ヒ
ド
ー
ル
、
ア
ル
グ
ワ
シ
ル
な
ど

の
役
職
を
設
置
し
た
。
し
か

し
、

こ
の
制
度
は
す
ぐ
に
民
族
間
の
根
深
い
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と
い
う
の
も
、
先
住
民
は
異
民
族
出
身

の
役
人
の
権

威
を
承
認
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
の
だ
か
ら
。
宣
教
師

の

一
人
は
、
｢自
分
た
ち
に
敵
意
が
あ
る
と
わ
か

っ
て
い
る
異

民
族

の
判
事
を
、
ど
う

し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、

町
は
戦
場
の
地
獄
に
変
わ

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
｣
(
E
d
e
r
 
1
9
8
5
:
 
3
6
5

)、

と
慨
嘆
し
て
い
る
。

ド

メ

ス
テ

ィ

コ
の
台

頭

 
そ

れ
で
は
、
こ
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
、
イ

エ
ズ
ス
会
員
は

い
か
な
る
措
置
を
講
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
っ
た

い
ど
う
す
れ
ば
、
互
い

に
反
目
す
る
諸
民
族
が
和
解
し
て
仲
よ
く
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、

一
つ
の
共
和
国
を
な
す
に
至
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
た
と
き
、
筆
者
は
幸

い
ロ
レ
ト
の
町
の
洗
礼
簿

の
中
に
解
決
の
鍵
を
み
い
だ
し
た
。
こ
の
洗
礼
簿

に
は
、

一
七
〇

一
年
か
ら
六
六
年
ま
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30

の
洗
礼
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
洗
礼
簿
は
い
く

つ
か
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
、
そ
れ
ら
は
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
の

一
つ

一
つ
に
対
応
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
｢
モ
ウ
レ
モ
ノ
｣
と

い
う
見
出
し
の
下
に
は
、
こ
の
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
に
生
ま
れ
た
幼
児
の
洗
礼
記

録
が
年
代
順
に
列
挙
さ

れ
て

い
る
。
注
目
す

べ
き
こ
と
に
、
洗
礼
簿

に
は

一
見
し
て
ど
の
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
に
も
対
応
し
な
い
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

｢
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
 
D
o
m
e
s
t
i
c
o
s

｣
、
ま
た
は

｢家
の
者
 
D
e
 
c
a
s
a

｣
と

い
う
見
出
し
が

つ
い
て
い
る
。

 
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
と
は
何
者
だ
ろ
う
か
。
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
彼
ら
は
も
と
も
と
宣
教
師

の
身

の
回
り

の
世
話
を
す
る
未
婚
男
性

の
使
用

人
だ

っ
た
。
聖
堂
に
隣
接
す
る
回
廊
上
の
建
物

に
は
、
宣
教
師
と
使
用
人
の
居
住

ス
ペ
ー
ス
が
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
子
供
の
教
理
学

習
の
教
室
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
房
、
診
療
所
、
貯
蔵
庫
な
ど
も
あ

っ
た
。
建
物
全
体
は

｢
コ
レ
ヒ
オ
 
c
o
l
e
g
i
o
｣

、
す
な

わ
ち
学
院
と
呼
ば
れ
て
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31

い
た
。

コ
レ
ビ
オ
に
住
む
若
者
た
ち
は
、
宣
教
師
の
た
め
に
食
事
を
作
り
、
食
卓

で
給
仕
し
た
。
若
者
た
ち
は
ミ
サ

の
侍
者
を
務
め
、
宣
教

師
が
病
人
を
見
舞
う
と
き
に
は
看
護
士
と
し
て
付
き
添

っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
宣
教
師
に
現
地
語
を
教
え
た
。
他
方

、
宣
教
師
は
使
用
人
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

32

ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
衣
服
を
着
せ
、
楽
器
の
演
奏
を
教
え
、
専
門
職
人
に
養
成
し
た
。
若
者
た
ち
は
や
が
て
結
婚
し
、
コ
レ
ビ
オ
を
出
て
い

く
が
、

そ
の
後
も
楽
士
、
聖
具
室
係
、
絵
師
、
彫
物
師
、
織
工
、
仕
立
職
人
、
靴
職
人
、
大
工
、
か
じ
職
人
、
銀
細
工
師
、
ろ
く
ろ
師
な
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33

と
し
て
、
町
の
た
め
に
働
い
た
。
職
人
た
ち
に
は
報
酬
と
し
て
共
有
の
畑

の
作
物
の

一
部
が
支
給
さ
れ
た
。

 

ロ
レ
ト
の
洗
礼
簿
で
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
の
被
洗
礼
者
が
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
の
諸
集
団

の
そ
れ
と
は
別
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
が
ど

の
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
と
も
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
重
な
ら
な
い
独
立
し
た
集
団
だ

っ
た

こ
と

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
宣
教
師
の
使
用
人
は

コ
レ
ビ
オ
に
入
る
と
と
も
に
、
そ

の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
放

棄
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
若
者
た
ち
は
、
例
え
ば
ア
ラ
ク
レ
オ
ノ
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
に
な

っ
た
と

い
う

の
だ
ろ
う

か
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
れ
こ
そ
が
、
イ

エ
ズ
ス
会
時
代
末
期
に
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。

ロ
レ
ト
の
洗
礼
簿
は
、

一
七
世
紀
初
め
に
は
ド

メ
ス
テ
ィ
コ
が
民
族
を
異
に
す
る
人
々
の
寄
せ
集
め
だ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
洗
礼
簿
に
は
、
洗
礼
を
受
け
る
幼
児
の
両
親
が
ど
の
民

族
に
属
す
る
か
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
七
四
〇
年
代
以
降
、
幼
児
の
両
親
の
民
族
帰
属
が
記

さ
れ
る
こ
と
は
稀
に
な

り
、
か
わ
り
に
聖
具
室
係
や
ハ
ー
プ
奏
者
、
大
工
、
か
じ
職
人
、
牛
飼

い
、
調
理
人
な
ど
、
父
親

の
職
業
が
書
き

込
ま
れ
る
よ
う

に
な

っ

た
。
お
そ
ら
く
、
一
七
四
〇
年
代
ま
で
に
は
、ド
メ
ス
テ
ィ
コ
は
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
の
諸
集
団
と
肩
を
並
べ
る
独
自
の
集

団
に
変
化
し
て
い
た
の

で
あ

る
。

 

い
っ
た
い
何
ゆ
え
、
宣
教
師
の
使
用
人
は
独
自

の
集
団
を
な
す
に
至

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
イ

エ
ズ

ス
会
到
来
以
前

の
モ
ホ
ス
地
方
で
は
、

女
性
と
子
供
は
戦
争
捕
虜

や
贈
り
物
と
し
て
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た

(齋
藤
 
二
〇
〇
三
)
。
彼
ら
は
人
間
の
再
生

産
の
た
め
の
貴
重
な
資
源
と
み
な
さ
れ
、
婚
姻
や
養
子
を
通
じ
て
、
受
入
先
の
集
団
に
編
入
さ
れ
た
。

一
六
世
紀
中
葉
以
降
、
ス
ペ
イ

ン
人

植
民
者
は
先
住
民

の
こ
の
慣
行
を
利
用
し
て
、
自
分
た
ち
が
経
営
す
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
の
た
め
の
奴
隷
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ス
ペ
イ
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ン
人
は
鉄
器
を
え
さ
に
し
て
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
間
の
戦
争
を
あ
お
り
、
戦
争
捕
虜
を
奴
隷
と
し
て
購
入
し
た
。

一
七
世
紀
後
半
に
モ
ホ
ス
地
方

に
や

っ
て
き
た
イ

エ
ズ
ス
会
員
も
、
基
本
的
に
同
じ
方
法
で
使
用
人
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
宣
教
師

の
使
用
人
は
、
先
住
民
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が
鉄
器
と
交
換
に
彼
ら
に
売
り
払

っ
た
戦
争
捕
虜
か
、
友
好

の
証
と
し
て
彼
ら
に
提
供
し
た
贈
り
物
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
先

住
民

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
宣
教
師
に
差
し
出
さ
れ
た
子
供
た
ち
が
、
出
身

の
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

い
わ
ば

｢神
父
の
パ
ル

シ
ア
リ
ダ
｣
に
編
入
さ
れ
る
の
は
、
自
然
の
な
り
ゆ
き
だ

っ
た
。

 
本
論
で
筆
者
が
提
起
し
た

い
仮
説
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
集
団
こ
そ
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
町
の
社
会
的
統
合
の
核
と
し

て
機
能
し
た
、
と

い
う

も
の
で
あ
る
。
構
造
的
に
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
は
町
全
体

の
利
益
を
代
表
す
る
最
良

の
位
置
に
い
た
。
集
団
と
し
て
、
彼
ら
は
パ
ル
シ
ア
リ

ダ
相

互
の
反
目
か
ら
自
由

で
あ
り
、
個
人
と
し
て
は
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
出
身

の
パ
リ
シ
ア
リ
ダ
と
親
族
関
係
を
保

っ
て
い
た
。
そ
の
う

え
、
彼
ら
は
宣
教
師
の
親
密
な
協
力
者
で
あ
り
、
神
父
が
先
住
民
の
問
で
享
受
し
た
霊
的
威
信

の
分
け
前
に
与

っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

 
こ

の
点
に
関
し
て
、

ロ
レ
ト
の
洗
礼
簿
は
興
味
深

い
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
メ
ス
テ
ィ

コ
集
団

の
拡
大
で
あ

る
。
洗
礼
を
受
け
た
幼
児
の
数
か
ら
、
町
を
構
成
す
る
諸
集
団
の
相
対
的
な
人
口
比
率
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
洗
礼
簿
に
記
録
さ
れ
た
最

初

の
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
の
幼
児

の
洗
礼
は

一
七

一
八
年

の
も
の
で
あ
り
、
当
時
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
集
団
は
町
の
人
口
の
約

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て

い
た
。

一
七

一
八
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
、

一
年
あ
た
り

の
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
の
新
生
児

の
数
は
比
較
的
安
定

し
て
い
る
。
し
か
し
、

パ
ル
シ
ア
リ
ダ
の
諸
集
団

の
新
生
児
の
数
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
人
口
は
外
部
か
ら
補
填
さ
れ
な

い
限
り
伝
染
病
な
ど

で
減
少
す
る
の
が

一
般
的
な
の
で
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
人
口
の
安
定
性
は
説
明
を
要
す
る
。
彼
ら
が
他
集
団
と
比
べ
て
著
し
く
出
生
率
が
高

か

っ
た
、
あ
る
い
は
死
亡
率
が
低
か

っ
た
と
想
定
す
る
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
他
集
団

の
子
供
や
、
町
の
外
部

か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
子
供
が
、
宣
教
師
の
使
用
人
と
し
て
コ
レ
ビ
オ
に
召
し
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

結
果
と
し
て
、
イ

エ
ズ

ス
会
時
代
末
期
に
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
は
人
口
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
、
町
で
最

大
の
集
団
と
な

っ
て
い

た
。
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イ
エ
ズ
ス
会
は

一
七
六
七
年
に
ス
ペ
イ

ン
王
国
全
土
か
ら
追
放
さ
れ
る
が
、
そ
の
あ
と
モ
ホ
ス
地
方
に
や

っ
て
き

た
役
人
た
ち

の
記
録
で

は
、
ド

メ
ス
テ
ィ
コ
は

｢貴
族
 
n
o
b
l
e
s

｣
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
専
門
職
人
は

一
般
の
農
民
よ
り
も
社
会
的
地
位
が

高
く
、
経
済
的
に
も
優
遇
さ
れ
て
い
た
。
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
の
人
々
の
問
で
は
、
｢召
使

い
、
ま
た
は
最
下
位
の
従
者
と

し
て
で
も

コ
レ
ビ
オ

に
入
り
た

い
と
い
う
野
心
と
願
望
が
熱
烈
で
あ
る
｣

((
C
a
r
r
a
s
c
o
1
8
3
2
:
 
1
6

)。
他
方
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
か
ら
パ
ル
シ

ア
リ
ダ
へ
の
降
格
は
、
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最
も
厳

し
い
処
罰
の

一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
時
代

に
両
者
の
格
差
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
か

っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
の
余
地
が

あ
る
が

、
コ
レ
ビ
オ
に
入
る
こ
と
が
誰
も
が
羨
望
す
る
特
権
だ

っ
た
こ
と
は
、
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。

イ
エ
ズ
ス
会
追
放
後
の
変
化

 
周
知

の
よ
う
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
は

一
七
六
七
年
、
国
王
カ
ル
ロ
ス
三
世

の
命
令
で
、

ス
ペ
イ
ン
本
国
と
そ

の
植
民
地
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

イ

エ
ズ

ス
会
の
追
放
か
ら

一
八
二
五
年

の
ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
の
独
立
ま
で
の
半
世
紀
は
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
モ
ホ

ス
地
方

の
先
住
民
共
和

国
の
創

設
に
と

っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
に
、

ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
な
ど
、
町
を
基
盤
と
す
る

新
た
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
出
現
す
る
の
だ
か
ら
。
幸

い
、
こ
の
時
期
は
モ
ホ
ス
地
方

の
歴
史
を
通
じ
て
史
料
が
最
も
豊
富
な
時
期
で
あ
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る
。
数

多
く
の
行
政
報
告
書
や
人
口
調
査
記
録
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
町
の
複
雑
な
社
会
構
造
に
光
を
当
て
て
く
れ
る
。

 
記
録

に
よ
れ
ば
、
町
の
住
民
は

｢
フ
ァ
ミ
リ
ア
 
f
a
m
i
l
i
a

｣
と

｢
プ
エ
ブ
ロ
 
p
u
e
b
l
o

｣
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
階
層

に
分
か
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ア
は
貴
族
、
プ
エ
ブ

ロ
は
庶
民
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ア
は
楽
士
、
聖
具
室
係
、
織
工
、
大
工
、
か
じ

職
人
な
ど
の
職
業
組
合
に
分
か
れ
、
町
の
共
有
の
畑
の
作
物
の

一
部
を
支
給
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
プ

エ
ブ
ロ
は
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
に
分
か
れ

て
い
た
。
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
前
述
の
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
と
同

一
の
集
団
と
思
わ
れ
る
。

 
具
体
例
を
挙
げ
よ
う
。

一
八
〇
三
年
の
人
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
サ
ン

・
イ
グ
ナ
シ
オ
の
住
民
は
フ
ァ
ミ
リ
ア
と
プ

エ
ブ
ロ
に
分
か
れ
て
い

た
。

フ
ァ
ミ
リ
ア
は
さ
ら
に
楽
士
、
大
工
、
織
工
、
靴
職
人
、
か
ご
職
人
、
料
理
人
、
看
護
士
、
絵
師
、
か
じ
職
人
、
牛
飼

い
と

い
う

一
〇
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の
職

業
組
合
に
分
か
れ
て
お
り
、
人
口
は
九
三
九
人
だ

っ
た
。
他
方
、
プ

エ
ブ

ロ
は
カ
リ
ヒ
リ
ョ
ノ
、
プ

ヌ
ボ
ノ
、

コ
モ
ボ
コ
ノ
、
ム
レ
、

カ
サ

ベ
ナ
ノ
、

エ
リ
セ
ボ

コ
ノ
、
モ
ビ

マ
と
い
う
七

つ
の
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
に
分
か
れ
、
人
口
は
七
二
八
人
だ

っ
た
。
ま
た
、

一
八
〇
六
年
の

人
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
ト
リ
ニ
ダ
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
楽
士
、
聖
具
室
係
、
大
工
、
ろ
く
ろ
師
、
仕
立
職
人
、
か
じ
職

人
、
織
工
、
牛
飼

い
か

ら
な
り
、
人
口
は
九
八
九
人
だ

っ
た
。
他
方
、
プ

エ
ブ
ロ
は
シ
ヤ
ボ

コ
ノ
、

コ
ホ
ク
レ
オ
ノ
、
モ
ユ
ン
コ
ノ
、
タ
ピ

ム
オ
ノ
、
ア
ペ
レ
オ
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ノ
、

ア
チ
ュ
ボ
コ
ノ
、
チ
ュ
チ
ネ
オ
ノ
、
タ
パ
ク
ラ
ノ
か
ら
な
り
、
人
口
は
八
五
四
人
だ

っ
た
。

 
市
参
事
会
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
イ

エ
ズ

ス
会
追
放
後

の
ス
ペ
イ
ン
人
役
人
の
報
告
書
に
は
、
複
数
の
役
職
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
町

の
各

々
に
先
住
民

の
行
政
官

が

い
た
。
｢カ
シ
ケ
 
c
a
c
i
q
u
e

｣
、
｢ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
 
g
o
b
e
r
n
a
d
o
r

｣
、
｢
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
 
c
o
r
r
e
g
i
-

α
o
｢｣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ
の
町
の
指
導
者
を
、
パ
ル
シ
ア
リ
ダ
の
カ
ピ

タ
ン
と
混
同
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
よ
う
。

一

七
世
紀
初
め
の
イ

エ
ズ

ス
会
員
の
記
録
に
は
、
こ
の
役
職
は
全
く
登
場
し
な
い
。

一
七
五
四
年
の
匿
名

の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
役
職
は
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も
と
も
と
、
ペ
ル
ー
副
王
の
命
令
で
、
敵
対
的
な
先
住
民

へ
の
軍
事
遠
征

の
司
令
官
と
し
て
設
置
さ
れ
た
と

い
う
。
カ
シ
ケ
職
は
世
襲
で
は

な
く
、
任
期
も
不
定
期
だ

っ
た
。
前
任
者
が
解
任
さ
れ
る
か
、
引
退
す
る
か
、
死
去
す
れ
ば
、
後
任
者
が
選
ば
れ
た
。
カ
シ
ケ
に
は
通
常
、

一
人

か
二
人
の

｢副
官
 
t
e
n
i
e
n
t
e

｣
が
付
き
従

っ
た
。
さ
ら
に
、
公
共

の
治
安
を
維
持
す
る
ア
ル
カ
ル
デ
、
監
獄
の
収
監
者
を
監
視
す
る
ア

ル
グ
ア
シ
ル
、
町
の
住
民
の
ミ
サ
や
教
理
の
授
業

へ
の
出
席
を
確
保
す
る

｢
フ
ィ
ス
カ
ル

蔚
。①
邑

な
ど
、
市
参
事
会

の
通
常
の
役
職
も
存
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在
し
て
い
た
。
役
職
保
持
者
は
毎
年
選
挙
で
選
ば
れ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40

 
従
来

の
歴
史
記
述
で
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
追
放
後
の
半
世
紀
は
、
モ
ホ
ス
地
方
の
先
住
民
に
と

っ
て
苦
難
の
時
代
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
人
の

｢総
督
 
g
o
b
e
r
n
a
d
o
r

｣
が
モ
ホ
ス
地
方
全
体

の
長
と
し
て
任
命
さ
れ
、
地
元
出
身

の
聖
職
者
が
空

位
と
な

っ
た
町
の
司
祭

職
を
埋
め
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
、
後
者
に
は
イ

エ
ズ
ス
会
員
の
か
わ
り
は
務
ま
ら
な
い
こ
と
が
、
す
ぐ

に
判
明
し
た
。
新
任

の

司
祭

た
ち
は
そ

の
地
位
を
利
用
し
て
経
済
的
利
益
を
追
求
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と

の
密
貿
易
に
励
ん
だ
。
彼
ら
は
現
地
語
を
解
さ
ず
、
司
牧

の
仕
事
を
先
住
民
の
教
理
教
師
や
聖
具
室
係

に
押
し
つ
け
た
。
植
民
地
の
中
央
政
府
は
こ
の
事
態

に
危
機
感
を
抱
き
、

一
七
八
九
年
、
改
革

137
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に
着
手

し
た
。
司
祭
は
世
俗
の
事
柄
に
介
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
町
の
各

々
に
新
た
に
ス
ペ
イ
ン
人
の

｢管
理
官
 
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
d
o
r

｣

が
派
遣

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
が
も
た
ら
し
た
の
は
、
司
祭
と
管
理
官

の
間
の
絶
え
ざ
る
権
力
闘
争
だ
け
だ

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況

下
、
先
住
民
は
植
民
地
当
局

へ
の
不
信
感
を
深
め
、
抵
抗
の
姿
勢
を
強
め
て
い
っ
た
。

 

一
八
〇

一
年
、
サ
ン

・
ペ
ド

ロ
の
町
の
カ
シ
ケ
で
あ
る
フ
ア
ン

・
マ
ラ
サ
が
、
総
督
ミ
ゲ
ル

・
サ
モ
ラ

・
イ

・
ト

レ
ビ
ー
ニ
ョ
を
追
放
し

た
こ
と

で
、
先
住
民

の
ス
ペ
イ
ン
人

へ
の
抵
抗
は
公
然
の
も

の
と
な

っ
た
。
サ
ン

・
ペ
ド
ロ
は
カ
ニ
チ
ャ
ナ
の
本
拠
地
で
あ
り
、
モ
ホ
ス
地

方
の
首
府
だ

っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
上
長
も
、
ス
ペ
イ
ン
人
総
督
も
サ
ン

・
ペ
ド

ロ
に
居
を
定
め
て
い
た
。

一
八
〇

一
年
の
反

乱
の
成

功
を
受
け
て
、
マ
ラ
サ
は
自
ら
モ
ホ
ス
地
方
の
総
督
を
名
乗
り
、
も
は
や
ス
ペ
イ
ン
人
役
人
を
必
要
と
せ
ず
、
以
後
自
分
た
ち
で
統
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治
を
行
う
と
宣
言
し
た
。

マ
ラ
サ
は
後
に
新
総
督

ペ
ド

ロ

・
パ
ブ
ロ

・
デ

・
ウ
ル
キ
ー
ホ
と
和
解
す
る
が
、
抵
抗

の
気
運
は
急
速
に
他
の
町

に
も
広

が

っ
た
。

一
八

一
〇
年
、
ト
リ

ニ
ダ
の
住
民
が
蜂
起
し
た
。
彼
ら
は
町
を
訪
れ
た
総
督
ウ
ル
キ
ー
ホ
を
聖
堂

に
軟
禁
し
、
彼
の
辞
任

を
要
求

し
た
。
し
か
し
今
回
は
、
サ
ン

・
ペ
ド
ロ
と
サ
ン

・
ハ
ビ

エ
ル
の
住
民
が
ス
ペ
イ
ン
人
に
味
方
し
、
総
督
を
救

い
出
し
た
。
翌
年
、

彼
ら
は

マ
ラ
サ
の
指
揮
下
、
ト
リ
ニ
ダ
を
襲
撃
し
、
反
乱

の
主
導
者
を
捕
縛
し
、
町
を
略
奪
し
、
住
民
を
虐
待
し
た
。
そ
の
結
果
、
男
性
二
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七
名
、
女
性
五
名
、

一
〇
歳
以
下
の
子
供
三
三
名
が
殺
害
さ
れ
、
男
性
四
六
名
、
女
性
四
名
が
致
命
傷
を
負

っ
た
。

 
も

っ
と
も
、
サ
ン

・
ペ
ド

ロ
の
カ
シ
ケ
と

ス
ペ
イ
ン
人
役
人
の
協
力
関
係
は
長
続
き
し
な
か

っ
た
。

一
八
二
二
年
、
理
由
は
不
明
だ
が
、

当
時

の
総
督
が
マ
ラ
サ
に
カ
シ
ケ
職
を
退
く
よ
う
求
め
、
要
求
が
拒
否
さ
れ
る
と
、
横
柄
な
先
住
民
に
侮
辱
さ
れ
た
と
考
え
て
、
彼
を
拳
銃

で
射
殺

し
た
。
サ
ン

・
ペ
ド
ロ
の
住
民
は
激
し

い
暴
力
を
も

っ
て
応
え
た
。
総
督
が
立

て
こ
も
る
役
場
を
包
囲
し
、
火
を
放

っ
た

の
で
あ

る
。
総
督
は
司
祭
の
家
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
が
、
途
中
で
殺
さ
れ
た
。
後
に
、
ス
ペ
イ
ン
人

の
軍
隊
が
モ
ホ
ス
地
方

に
派
遣
さ
れ
、
反
乱
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

43

与
し
た
先
住
民
は
処
罰
さ
れ
た
。
サ
ン

・
ペ
ド
ロ
の
町
は
破
壊
さ
れ
、
首
府
は
ト
リ

ニ
ダ
に
移
さ
れ
た
。
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新
し
い
世
代
の
指
導
者

 
記
録

の
う
え
で
は
、

ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
な
ど
の
名
称
は
、

一
九
世
紀
初
め
の
動
乱
に
つ
い
て
の
証
言

の
中
に
初
め
て
登
場
す

る
。
問
題
は
、
誰
が
そ
れ
ら
を
使

い
始
め
た
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者

の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
若

い
世
代
の

先
住
民

で
あ
る
。
イ

エ
ズ

ス
会
時
代
に
は
、
大
多
数

の
先
住
民
が
ス
ペ
イ

ン
語
を
話
せ
な
か

っ
た
。
多
民
族
が
混
在

し
、
複
数
の
言
語
が
話

さ
れ

る
町
で
は
、
宣
教
師
は
話
者
人
口
が
最
も
大
き
い
言
語
を
学
ぶ
よ
う
に
努
め
た
。
宣
教
師
は
ま
た
、
少
数
派
言
語
の
話
者
が
多
数
派
言

語
を
学

ぶ
こ
と
も
奨
励
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
イ

エ
ズ
ス
会
追
放
時
に
は
、
多
く
の
町
で
言
語
統

一
が
達
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
同
時
に
、
深
刻
な
言
語
的
差
異
が
町
と
町
を
隔
て
て
い
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
た

(齋
藤
 
二
〇
〇
二
"
 
S
a
i
t
o
 
2
0
0
5

)
。
モ
ホ
ス
地
方

の
言
語
的
多
様
性
に
直
面
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
役
人
は
、
当
初

ス
ペ
イ
ン
語
を
解
す
る
ご
く
わ
ず
か
な
先
住
民
に
依
存
し
て
い
た
が
、
や
が
て

通
訳
を
養
成
し
始
め
た
。

一
七
八
〇
年
代
末
、
総
督
ラ
サ
ロ

・
デ

・
リ
ベ
ラ
が
サ
ン

・
ペ
ド
ロ
に
ス
ペ
イ
ン
語
学
校
を
設
立
し
、
通
訳
の
養

成
に
拍
車
が
か
か

っ
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
町
か
ら
少
年
た
ち
が
首
府

の
学
校
に
送
り
込
ま
れ
、

ス
ペ
イ
ン
語

の
読
み
書
き
を
教
わ

っ
た
。

卒
業
後

、
少
年
た
ち
は
出
身
の
町
に
戻
り
、

ス
ペ
イ
ン
人
の
管
理
官
と
司
祭
に
通
訳
兼
書
記
と
し
て
仕
え
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
町
の
子
供
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

44

ち
に
ス
ペ
イ
ン
語
を
教
え
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

 
あ
く

ま
で
仮
説
だ
が
、
ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ
ニ
タ
リ
オ
な
ど
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
明
確
な
表
現
を
与
え
ら
れ
た

の
は
、
サ
ン

・
ペ
ド
ロ

の
こ

の
学
校
に
お
い
て
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
町
か
ら
や

っ
て
き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
を
話
す
少
年
た
ち
が
、
そ
こ
に
は
集
め

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
彼
ら
は

い
や
が
お
う
で
も
町
ご
と
の
言
語
的
差
異
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
学
校
で
の

彼
ら

の
共
通
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
な
の
で
、
彼
ら
は
ご
く
自
然
に
ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ
ニ
タ
リ
オ
な
ど
の
ス
ペ
イ
ン
語
で
互

い
に
指
示
し
合
う
よ

う
に
な

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
故
郷
の
町
に
戻

っ
て
か
ら
、
彼
ら

の
幾
人
か
は
指
導
者
と
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
人
に
対
す
る
抵
抗
運
動
を
推
進

す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
彼
ら
は
互
い
に
ス
ペ
イ
ン
語
の
手
紙
を
書
き
送
り
、
互
い
の
企
て
に
協
力
し
合

っ
た
。

一
例
と
し
て
、
ト
リ
ニ
ダ
の
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カ
シ
ケ
が
サ
ン

・
ペ
ド
ロ
の
カ
シ
ケ
に
送

っ
た
手
紙
を
抜
粋
し
よ
う
。
｢私
は
ト
リ
ニ
タ
リ
オ
に
、
カ

ニ
シ
ア
ナ

〔カ

ニ
チ
ャ
ナ
〕
を
助
け

な
さ

い
、
と
い
っ
て
い
ま
す
。
〔中
略
〕
こ
ち
ら
で
は
、
私
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
助
け
る
覚
悟

で
い
ま
す
。
心
配
は
御

無
用

で
す
。
ラ
ウ
レ

タ
ノ

〔
ロ
レ
タ
ノ
〕
も
同
じ
で
す
。
手
紙
は
既
に
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

〔中
略
〕
カ
ヌ
ー
は
三
艘
あ
り
、
二
艘
は

ハ
ベ
リ
ア
ノ
、

一
艘
は
ト

 
 
 
 
 
 
 

45

リ

ニ
タ
リ
オ
の
で
す
｣
。

 
断
片
的
な
情
報
か
ら
、
幾
人
か
の
先
住
民
指
導
者
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
が
、
素
描
程
度
で
は
あ
る
が
、
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
ペ
ド

ロ

・

イ
グ
ナ
シ
オ

・
ム
イ
バ
は
ト
リ
ニ
ダ
の
通
訳
で
あ
り
、

一
八

一
〇
年
か
ら

一
一
年
に
か
け

て
の
反
乱
の
主
導
者
で
あ

る
。
｢た
い
へ
ん
ス
ペ

イ
ン
語

が
上
手
な
先
住
民
｣
と
し
て
知
ら
れ
る
ム
イ
バ
は
、
読
み
書
き
も
堪
能
で
、
｢手
紙
で

一
斉
蜂
起
と
従
順
の
全

面
放
棄
を
促
し
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 る

た
｣
。

バ
ル
タ
サ
ル

・
カ
ユ
バ
は
ト
リ
ニ
ダ
の
も
う

一
人
の
通
訳
で
、
ム
イ
バ
の
協
力
者
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
オ

・
ゴ

ン
サ
レ
ス
は
ム
イ
バ

の
兄
弟

で
あ
り
、
反
乱
の
と
き
ト
リ

ニ
ダ
の
カ
シ
ケ
を
務
め
て
い
た
。
彼
が
フ
ア
ン

・
マ
ラ
サ
に
宛

て
た
ス
ペ
イ
ン
語
の
手
紙
は
、
現
在
ボ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48

リ
ビ
ア

の
国
立
文
書
館

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
マ
ヌ
エ
ル

・
ム
イ
バ
は

一
八
〇
二
年
、
サ
ン

・
ハ
ビ

エ
ル
の
カ
シ
ケ
を
務
め
て
お
り
、
不
祥

事
を
し

で
か
し
た
二
人

の
先
住
民
通
訳
を
処
罰
せ
よ
、
と

い
う
総
督

ア
ン
ト
ニ
オ

・
ア
ル
バ
レ
ス

・
デ

・
ソ
ト

マ
ヨ
ー
ル
の
命
令
を
無
視

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

49

し
、
彼

を
武
器
で
脅
し
て
い
る
。
エ
ス
タ
ニ
ス
ラ
オ

・
テ
ィ
リ
ラ
は
ロ
レ
ト
の
通
訳
で
あ
り
、

一
八
〇

一
年

の
総
督

ミ
ゲ
ル

・
サ
モ
ラ
の
追

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50

放
に
倣

っ
て
、
着
任
し
た
ば
か
り
の
ロ
レ
ト
の
ス
ペ
イ
ン
人
管
理
官
を
追
放
し
よ
う
と
し
た
。

 
彼
ら
は
み
な
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
し
、
幾
人
か
は
読
み
書
き
も
で
き
た
。
彼
ら
は
み
な
、
少
な
く
と
も

い
っ
と
き
は
、
植
民
地
当
局

へ
の
抵

抗
運
動

の
最
前
線

に
立

っ
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
先
住
民
は
、
故
郷
の
町
で
急
速
に
頭
角
を
現
し
、
幾
人
か
は
カ
シ
ケ
の
地
位

に
昇

り
つ
め
た
。
通
訳
兼
書
記
と
し
て
、
彼
ら
は
ス
ペ
イ

ン
人
と
先
住
民
の
仲
介
者
と

い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

51

と
が
、
彼
ら
が
社
会
的
階
梯
を
異
例
の
早
さ
で
昇
り
、
高
い
地
位
に
つ
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
人

に
協
力
す
る
先
住
民
を
養
成
す
る
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
す
る
学
校
が
、
彼
ら
の
最
大
の
敵
を
生
み
出
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
、
な
ん
と
も

皮
肉
で
あ
る
。
総
督

ソ
ト
マ
ヨ
ー
ル
は
、
怒
り
に
ま
か
せ
て
彼
ら
を
の
の
し

っ
て
い
る
。
｢
ラ
サ

ロ

・
デ

・
リ
ベ
ラ
殿

の
治
世
に
こ
の
首
府
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で
ス
ペ
イ
ン
語
と
読
み
書
き
の
教
育
を
受
け
た
若
者
た
ち
は
、
教
育
者
と
し
て
無
能
で
あ
る
。
〔中
略
〕
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
み
な
、
故
郷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

52

の
町
で
最
も
堕
落
し
た
連
中
な
の
だ
か
ら
｣
。

 
筆
者

の
考
え
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
そ
れ
ら
の
先
住
民
は
、
故
郷
の
町
の
人
々
が
集
団
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る

う
え
で
、
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

一
九
世
紀
初
め
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
ま
た
は
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
町
の
人
ロ
の
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、

社
会
的
凝
集
の
核
と
な
る
潜
勢
力
を
持

っ
て
い
た
。
欠
け
て
い
た

の
は
、
独
自
の
集
団
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
そ
の
認
識
を
裏
書
き

す
る
集

団
名
称
だ

っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
先
住
民
は
、
町
の
各

々
が
言
語
的
に
独
自
で
あ
る
と

い
う
認
識
と
、

ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ
ニ
タ

リ
オ
な
ど
の
集
団
名
称
に
よ
り
、
こ
の
欠
損
を
埋
め
た
の
で
あ
る
。

 
モ

へ
ー

ニ
ョ
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
強
力
な
反
ス
ペ
イ
ン
感
情
、
及
び
同
じ
く
強
力
な
政
治
的
自
律

の
願
望
を
背
景
と
し
て

成
立
し
た
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。

一
八
〇

一
年
の
総
督
サ
モ
ラ
の
追
放
の
時
点
で
、
モ
ホ
ス
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
人

の
統
治
は
、
先
住
民

の
目
に
は
ほ
と
ん
ど
正
当
性
を
失

っ
て
い
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
追
放
以
来
、
三
四
年
に
わ
た
る
世
俗
統
治

の
間
、
ス
ペ
イ
ン
人
役
人
は
先
住
民

を
経
済
的
発
展
に
導
く
ど
こ
ろ
か
そ
の
生
存
を
脅
か
し
、
司
祭
は
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
を
向
上
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
堕
落
さ
せ
た
。
カ
シ
ケ
や

カ
ビ

ル
ド
役
人
が
植
民
地
当
局
に
宛
て
た
請
願
や
陳
情
の
数

々
が
、
モ
へ
ー
ニ
ョ
が
我
慢

の
限
界
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
筆

者

の
考
え
で
は
、
ス
ペ
イ

ン
語
を
話
す
先
住
民
は
、
こ
う
し
た
不
満
を
政
治
運
動
の
動
力
に
変
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で

あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
語
を
理
解
す
る
ゆ
え
、
外
部
世
界
の
情
報
を
摂
取
で
き
る
彼
ら
は
、
お
そ
ら
く

一
八
世
紀
末
に
ア

ン
デ
ス
全
土
を
震
憾
さ

せ
た
先
住
民
反
乱
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ス
ペ
イ
ン
人
の
統
治

の
正
当
性

の
全
面
否
定
、
自
治
の
要
求

、
い
ま
こ
そ
行
動
す
べ

き
と

い
う
認
識
な
ど
、
ア
ン
デ
ス
の
先
住
民
と
モ

へ
ー

ニ
ョ
の
政
治
理
念
に
は
共
通
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

 

一
例

を
挙
げ
よ
う
。
総
督
サ
モ
ラ
の
追
放
後
、

フ
ア
ン

・
マ
ラ
サ
は
モ
ホ
ス
全
土
に
口
頭

で
、
そ
し
て
書
面
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、

｢も
は

や
別
の
時
代
で
あ
り
、
国
王
も
い
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
も
他
の
上
級
審
も
な
く
、
い
っ
さ
い
は
ま
や
か
し
で
あ
る
。
命
令
す
る
の
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

53

彼

〔
マ
ラ
サ
〕
の
み
で
あ
り
、
彼
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
、
と
宣
言
し
た
。
サ
ン

・
ペ
ド
ロ
の
カ
シ
ケ
の
こ

の
宣
言
は
、

一
七
九
五
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年
に
現
在
の
ボ
リ
ビ
ア
、
ラ
パ
ス
県
の
ヘ
ス
ス

・
デ

・
マ
チ
ャ
カ
の
先
住
民
が
蜂
起
し
た
と
き
、
指
導
者
の

一
人
が
発

し
た
言
葉
と
似
て
い

る
。
｢
い
ま
は
も
は
や
別
の
時
代
で
あ
り
、
カ
シ
ケ
と
補
佐
役
、
そ
し
て
司
祭
は
首
を
す
げ
替
え
、

コ
ム
ン
が
望
む
人
物
を
据
え
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
｣

(
T
h
o
m
s
o
n
 
2
0
0
2
:
 
1
4
5
;
 
T
h
o
m
s
o
n
 
2
0
0
5
:
 
4
9

)
。

 
ペ
ド

ロ

・
イ
グ
ナ
シ
オ

・
ム
イ
バ
が
主
導
し
た

一
八

一
〇
年
か
ら

一
一
年
に
か
け
て
の
ト
リ
ニ
ダ
の
反
乱
は
、
植
民

地
全
体
の
政
治
動
向

の
み
な
ら
ず
、
世
界
史
上
の
出
来
事
と
も
連
動
し
て
い
た
。

一
九
世
紀
の
最
初

の

一
〇
年
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
率

い
る
フ
ラ

ン
ス
軍
が
ス
ペ
イ
ン
に
侵
攻
し
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
ス
ペ
イ
ン
人
が
そ
の
機
を
と
ら
え
て
植
民
地
の
権
力
を
掌
握

し
た
と
き
だ

っ
た
。
そ

し
て
、

モ
ホ
ス
地
方

の
先
住
民
指
導
者
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

一
八

一
〇
年
、
ト

リ
ニ
ダ
の
カ
シ
ケ
で
あ

る
グ
レ
ゴ
リ
オ

・
ゴ
ン
サ
レ
ス
は
、
フ
ア
ン

・
マ
ラ
サ
に
手
紙
を
送
り
、
こ
う
述

べ
て
い
る
。
｢我

々
の
国
王
は
フ
ラ
ン
ス
で
死
に
ま
し
た
。

殺
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
か

つ
て
国
王
が

い
た
宮
殿
に
は
、
ボ
イ
ナ
パ
ル
テ
 
B
o
i
n
a
p
a
r
t
e

が

い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
は
負
け
、
す
べ
て

は
フ
ラ
ン
ス
人

の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
彼
ら

〔
ス
ペ
イ
ン
人
役
人
〕
は
、
我
々
を
だ
ま
し
、
問
題
な

い
と
信
じ
込
ま
せ
て
い
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

54

す
。
し
か
し
、
何
も
か
も
う
そ
な
の
で
す
｣。

 

ス
ペ
イ
ン
領

ア
メ
リ
カ
の
い
ず
こ
で
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
国
王

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世

の
強
制
的
退
位
は
、
独

立
運
動

の
引
き
金

に

な

っ
た
。
モ
ホ
ス
地
方
も
こ
の
点
で
は
例
外
で
な
か

っ
た
。
も

っ
と
も
、
モ
ホ
ス
地
方
で
模
索
さ
れ
た

の
は
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
ス
ペ
イ

ン
人
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
出
身
者
か
ら
の
独
立
で
は
な
く
、
ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ
ニ
タ
リ
オ
な
ど
の
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独

立
だ

っ
た
。

一
八

一
〇

年
、
総
督
ウ
ル
キ
ー
ホ
が
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
の
反
抗
的
態
度
を
と
が
め
、
ス
ペ
イ

ン
国
王
に
報
告
す
る
と
脅
し
た
と
き
、
彼
ら
は
、
｢私

〔ウ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
55

ル
キ
ー

ホ
〕
は
う
そ

つ
き
で
あ
り
、
国
王
は
も
は
や
お
ら
ず
、
死
ん
で
し
ま

っ
た
｣
と
応
じ
た
と

い
う
。
ト
リ
ニ
タ
リ
オ
に
と

っ
て
、
ス
ペ

イ
ン
に
お
け
る
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
終
焉
は
、
モ
ホ
ス
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
支
配
の
終
焉
を
意
味
し
、
彼
ら
の
政
治
的
自

律
の
要
求
を
正
当
化

す
る
も

の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

 

モ
へ
ー
ニ
ョ
の
独
立
運
動
は
最
終
的
に
失
敗
に
終
わ
る
が
、
そ
の
原
因
は
何
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
考
え

で
は
、
先
住
民
の
政
治
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活
動
の
当
初

の
成
功
が
、
そ
の
失
敗

の
条
件
を
整
え
た
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
先
住
民
は
、
ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
な
ど
の

新
た
な
共
同
性
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
共
同
性
は
彼
ら

の
独
立
運
動
の
基
盤
と
な

っ
た
。
し
か
し
、

モ
へ
ー
ニ
ョ
の
新
た
な

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
対
立
に
基
づ
く
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
同
士
の
対
立
に
も
基
づ

い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は

共
通
の
敵
に
対
し
て
共
同
戦
線
を
張
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

 
事
実

、
時
お
り

の
協
力
の
呼
び
か
け
を
除
け
ば
、
町
々
の
政
治
活
動
は
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
い
な
か

っ
た
。

一
八
〇

一
年

の
サ
ン

・
ペ
ド

ロ
の
カ
シ
ケ
の
大
胆
な
行
動
に
よ
り
、
先
住
民
の
自
治
の
願
望
は
突
如
、
現
実
に
な

っ
た
。

マ
ラ
サ
は
モ
ホ
ス
地
方

の
事
実
上
の
支
配
者
と

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

56

な
り
、
｢
こ
の
地
方
全
土
で
、
首
府

の
カ
シ
ケ
、
フ
ア
ン

・
マ
ラ
サ
の
声
ま
た
は
名
前
以
外
が
耳
に
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
｣
、
と
ま
で
い
わ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
マ
ラ
サ
の
声
は
モ
ホ
ス
で
耳
に
さ
れ
る
唯

一
の
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
他
の
町
の
指
導
者
も
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
最
高
権
力
者
を
自
称
し
始
め
た

の
で
あ
る
。
ト
リ

ニ
ダ
で
は
、
ペ
ド
ロ

・
イ
グ
ナ
シ
オ

・
ム
イ
バ
が
、
｢こ
の
地
方
を
治
め

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
57

る
の
は
私
、

ペ
ド
ロ

・
イ
グ
ナ
シ
オ

・
ム
イ
バ
で
あ
り
、
私
が
町

々
を
立
て
直
す

の
だ
｣
と
公
言
し
て
い
た
。
ム
イ

バ
は
ま
た
、
町

の
同
胞

た
ち
に
、
｢カ

ニ
シ
ア
ナ

〔
カ
ニ
チ
ャ
ナ
〕
を
け
し
か
け
て

〔総
督
〕
サ
モ
ラ
を
こ
の
地
方
か
ら
追
放
し
た

の
は
私

な
の
だ
。
こ
こ
で
は
、

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

58

私
が
望

む
こ
と
以
外
は
起
こ
ら
な

い
の
だ
｣
と
告
げ

て
い
た
。
ロ
レ
ト
で
は
、
カ
シ
ケ
の
ホ
セ

・
ボ
ピ
が
絶
対
君
主

を
自
称
し
て

い
た
。

｢私
は
誰
も
恐
れ
な

い
。
勇
猛
で
、
し
か
も
自
分

の
町
に

い
る
の
だ
か
ら
。
私
以
外
の
誰
も
命
令
を
発
し
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
強

い
カ
シ

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

59

ケ
で
、
管
理
官
で
、
総
督

で
も
あ
る

の
だ
｣。
確
か
に
マ
ラ
サ
自
身
は
た

い
へ
ん
尊
敬
さ
れ
て
い
た
が
、
｢
こ
の
地
方
全
土
が
カ

ニ
シ
ア
ナ

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

60

〔カ

ニ
チ
ャ
ナ
〕
民
族
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な

い
｣
と
い
う
彼

の
要
求
に
は
、
他

の
町
の
指
導
者
か
ら
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
。
既
に
み
た
よ
う

に
、

こ
の
政
治
的
細
分
化
は
、
総
督
ウ
ル
キ
ー
ホ
が

マ
ラ
サ
を
味
方
に
つ
け
、

一
八

一
一
年

に
ト
リ
ニ
ダ
の
反
乱
を
鎮
圧
さ
せ
る
と
い
う
不

幸
な
事
態
を
招
く
こ
と
に
な

っ
た
。
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結

論

 
本
論

で
は
、
モ
ホ
ス
地
方
に
お
け
る
先
住
民
共
和
国
の
成
立
過
程
を
、
相
補
的
な
二
つ
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
。

一
つ
は
地
域
に
焦
点
を

絞
る
視
点
、
も
う

一
つ
は
植
民
地
全
体
に
視
野
を
広
げ
る
視
点
で
あ
る
。
モ
ホ
ス
に
お
け
る
民
族
生
成

の
歴
史
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

地
域
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
筆
者

の
考
え
で
は
、
最
も
顕
著
な
特
徴
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
言
語
の
密
接
な
結
び
つ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア

ン
デ

ス
高
地
に
は
み
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
、
ア
ン
デ
ス
の
先
住
民
の
大
多
数
は
ケ
チ

ュ
ア
語
か

ア
イ

マ
ラ
語
を
話
し
た

が
、
ア

マ
ゾ
ン
低
地
で
は
言
語
的
多
様
性
は
は
る
か
に
大
き
か

っ
た
。
前
述

の
よ
う
に
、

モ
ホ
ス
地
方
で
は
町
の
言

語
統

一
が
民
族
生
成
に

先
立
ち

、
そ
の
下
準
備
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
ロ
レ
タ
ノ
、
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
な
ど
に
と

っ
て
、
言
語
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
本
質
的
要
素
と
な

っ
た
。

一
九
世
紀
中
葉
以
降
、
町
の
住
民
が
分
散
し
て
も
、
彼
ら
が
集
団
と
し
て
の
同

一
性
を
維
持
で
き
た
理
由
の

一

つ
は
、

お
そ
ら
く
こ
こ
に
あ
る
。
今
日
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
は
、
ト
リ
ニ
ダ
だ
け
で
な
く
、
サ
ン

・
ロ
レ
ン
ソ
や
サ
ン

・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
そ
の

他
の
集
落
に
も
暮
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
地
理
的
分
散
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
み
な
ト
リ

ニ
タ
リ
オ
方
言
を
話
し
、
ト
リ

ニ
ダ
を
故
郷
と
み
な
し
、
聖
三
位

一
体

の
祭
日
を
祝
い
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

モ

へ
ー

ニ
ョ
の
言
語
統

一
と
民
族
生
成
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
イ
エ
ズ

ス
会
が
実
施
し
た
集
住
化
政
策
を
発
端
と
し

て
い
る
。
と
は

い

え
、
宣
教
師
は
こ
の
点
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
植
民
地
化
事
業
の
地
域
的
媒
介
者
の
役
割
を
果
た
し
た
に
す
ぎ
な

い
。

モ

へ
ー
ニ
ョ
の
歴
史
は
、

ス
ペ
イ

ン
領
南
米
に
お
け
る
先
住
民
共
和
国
の
創
設
と

い
う
よ
り
包
括
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

一
部
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
末

期
、
ア
ン
デ
ス
で
も
ア
マ
ゾ
ン
で
も
、
在
来
の
民
族
集
団
は
消
滅
し
、
そ
の
灰
の
中
か
ら
新
た
な
社
会
形
態
が
姿
を

現
し
た
。
植
民
地
各
地

で
個
別

に
進
ん
だ
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
顕
著
な
均

一
性
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
画

一
的
な
対
先
住
民
政
策
で
あ
る
。
個
々
の
先

住
民
社
会
が
た
ど

っ
た
歴
史
的
軌
跡
は
多
様
だ
が
、
そ
の
到
達
点
は
ど
こ
で
も
ほ
ぼ
似
通

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
本
論

に
お
け
る
モ
へ
ー
ニ
ョ
の
歴
史

の
検
討
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
、
ス
ペ
イ
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ン
の
植

民
地
化
事
業
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
連
動
し
た
も
の
と
し
て
も
研
究
す

べ
き
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
従

来

の
歴
史
研
究
は
、
し
ば
し
ば
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
俗
世
か
ら
隔
離
さ
れ
た
楽
園
の
よ
う
に
描
き
、
先
住
民
共
和
国
の
い
く

つ
か
の
特
徴
を
誤

っ

て
宣
教
師
の
発
案
に
帰
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
イ

エ
ズ

ス
会
は
、
行
政
府
が
植
民
地

の
中
核
地
域
で
実
施

し
た
政
策
を
辺
境
地
域

に
適
用
し
て
お
り
、
そ
の
帰
結
も
中
核
地
域

の
そ
れ
と
似
通

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ

エ
ズ
ス
会

の
方
針
と
行
政
府

の
政
策
と
の
こ
の

一
致

は
、

ス
ペ
イ
ン
領

ア
メ
リ
カ
に
特
徴
的
な
も

の
な
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
植
民
地
で
は
聖
職
者
の
活
動
は
王

室

の
厳
格
な
統
制
下
に
置
か
れ
て
い
た

の
だ
か
ら
。
も

つ
と
も
、
こ
の
問

い
に
的
確
に
答
え
る
た
め
に
は
、
よ
り
視

野
の
広
い
比
較
研
究
が

必
要

で
あ
る
。
近
年
、
イ

エ
ズ

ス
会
の
世
界
規
模
の
活
動
に
対
す
る
学
術
的
関
心
が
高
ま

っ
て
お
り
、
野
心
的
な
比
較
研
究
に
取
り
組
む
機

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

61

運
は
熟
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

 
謝

辞

 
本
論
は
既
刊
の
英
語
論
文

(
S
a
i
t
o
 
2
0
0
7

)
に
基
づ
い
て
い
る
。
翻
訳
と

い
え
る
ほ
ど
原
文
に
忠
実
で
は
な

い
が
、
内
容
は
基
本
的
に
同

じ
で
あ

る
。
再
録
を
許
可
し
て
く
れ
た
国
立
民
族
学
博
物
館
に
感
謝
す
る
。

 
本
論

の
基
礎
と
な

っ
た
史
料
の
収
集
と
検
討
は
、
以
下
の
助
成
を
得
て
行
わ
れ
た
。

 
国
立
民
族
学
博
物
館
、
平
成

一
五
年
度
外
国
調
査
旅
費

(在
外
研
究
員
等
旅
費
)
。

 
日
本
学
術
振
興
会
、
平
成

一
七
～

一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(基
盤
研
究

(C
)
)
｢南
米
カ
ト
リ

ッ
ク

・
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
宗
教
的
実

践
に
お
け
る
文
書
の
媒
介
作
用
の
歴
史
人
類
学
的
研
究
｣

(課
題
番
号
:
1
7
5
2
0
5
6
6

)。

 
本
論

の
最
初
の
草
稿
は
、
平
成

一
七
年

一
二
月

一
八
日
に
上
智
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
会
議
で
読
み
上
げ

ら
れ
た
。
こ
の
会
議
に

筆
者
を
招

い
て
く
れ
た
川
村
信
三
氏
、
コ
メ
ン
ト
を
く
れ
た
安
村
直
己
氏
に
感
謝
し
た

い
。
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注

1
 

今

日

の

ボ

リ

ビ

ア

の

先

住

民

共

同

体

に

関

し

て

は

、

以

下

の
民

族

誌

研

究

が

征

服

以

前

の

過

去

と

現

在

を

連

結

す

る

こ

と

に

お

お

む

ね

成

功

し

て

 

 

い

る

。

≧
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三
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毛

鋤
o
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N
…
ω
㊤
●
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の
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し
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①
"
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鴇
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穿

o
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O
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冥
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照
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モ

ホ

ス

地

方

の
イ

エ
ズ

ス

会

ミ

ッ
シ

ョ

ン

の
歴

史

に

つ

い

て
は

、

以

下

を

参

照

せ

よ

。
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4
 

現

代

の

モ

へ
ー

ニ

ョ

の
社

会

と

文

化

に

つ

い

て

は

、

以

下

を

参

照

せ

よ

。

一)
δ
N
>
雪
①
8

節

ζ

=
巳

δ

お

㊤
○。
…
=

刈
ら
昭

…
冒

口
①
ω
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馨
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お

刈
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…

 

 

GQ
O
㊤
-ω
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㊤
…
ω
巴
8

8

0
ら
●

5
 

筆

者

の

調

査

時

、

す

べ

て

の
男

性

と

大

多

数

の

女

性

が

ス

ペ

イ

ン

語

を

話

し

た

。

彼

ら

固

有

の
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7, f. 19r; A

ltam
irano 

1979: 94; B
eingolea 

2007: 129; E
der 

1985: 362; O
rellana 

1755: 108-109. 

L
ibro 

de bautism
o 

de L
oreto, 

1701-1766, A
PB

C
J, 

M
M

, 
no. 

0039. 
11Z
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<

1111i1 
1  -1(  

1 
1 -\-300-ii-6N
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(V
argas 

U
garte 

1964:  29)  ° 

17,1-H
7  

$11q  
Ç

)  :>
  N  t6:  

1-  
40  

'4° 
C

arta 
del 

Padre 
M

isionero 
A

gustín 
Z

apata 
al 

Padre  
Fernando 

T
ardío 

dándole 
cuenta 

del estreno 
de la iglesia, 

y de la visita 
a los canisianas, 

San Javier, 
25/IX

/1693, 
A

H
L

P, 
L

B
-267,  fi. lr-lv; 

A
ltam

i-

rano 
1979: 99.

軌、、



佃聡繍胞伽e屋藩掴蘇〆敏Hヤ竺皆

Nσうσうoう寸◎うゆoう㊤○うト○っα○◎う①φ うO寸

           
L

.“) 
N
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-6° 

R
elación 

de las m
isiones 

de la C
om

pañía 
de Jesús 

el  año de 
1713, A

R
SI, Perú 

21,  ff. 177v, 178v; A
ltam

irano 
1979: 97-98; E

der 
1985: 303; M

ayer 
1970: 246; M

ayer 
1972:  373. 

 
Ç

-)  N
't1'  

H
11,1401  '.i44° 

R
elación 

de las m
isiones 

de la C
om

pañía 
de Jesús 

el  año 
de 1713, A

R
SI, Perú 

21,  ff. 

178v-179r; D
escripción 

de los 
m

ojos,  año 
de 1754, A

PT
C

J, 
leg. 

3, no. 
7,  ff. 19r-19v; A

ltam
irano 

1979: 99, 221; E
der 

1985:  319-

325; M
ayer 

1972: 373; O
rellana 

1755: 109. 

C
arta 

del Padre 
M

isionero 
A

gustín 
Z

apata 
al Padre  Fernando 

T
ardío, 

San Javier,  25/IX
/1693, 

A
H

L
P, 

L
B

-267, f. 2r; R
elación 

de 

la m
isión 

apostólica 
de los 

m
oxos,  año de 1696, A

R
SI, Perú 

21, f. 50r; E
der 

1985: 135. 

C
opia 

de la relación 
que 

com
prende 

las 
noticias 

generales 
y particulares 

de la situación 
actual 

de la provincia 
de M

oxos, 
es-

crita 
por el gobernador 

L
ázaro 

de R
ibera, 

San Pedro,  24/IX
/1792, 

A
G

N
A

, Sala IX
, 7-7-2, f. 6r. 

 
1-1  

1' 
t.6 

° 
D

escripción 
de algunas 

provincias 
y obispados 

de A
m

érica 

por 
el D

r. 
C

osm
e 

B
ueno, 

catedrático 
de prim

e 
de m

atem
ática 

y 
cosm

ógrafo 
m

ayor 
de 

estos 
reynos,  

año 
de 

1771,  R
A

H
, 

9/ 

5907, f. 96v; C
opia de la relación 

escrita 
por el gobernador 

L
ázaro 

de R
ibera, 

San Pedro,  24/IX
/1792, 

A
G

N
A

, Sala IX
, 7-7-2,  ff. 

5v-7r; C
arrasco 

1832: 16; D
'O

rbigny  
1844/111: 230-231. 

A
PB

C
J  6 

M
M

 
L

I-2.*N
t 

11111<
tm

l,77,111.';'111:xt, N  
° 

Padrón 
general 

del pueblo 
de San Ignacio 

form
ado 

en este 
presente  

año de 1803, San 
Ignacio, 

12/V
/1803, 

A
PB

C
J, 

M
M

-0192; 

Padrón 
de la gente 

que com
pone 

este 
pueblo 

de la Santísim
a 

T
rinidad 

de M
oxos, 

T
rinidad, 

16/V
/1806, 

A
PB

C
J, 

M
M

-0193. 

D
escripción 

de los m
ojos,  año de 1754, A

PT
C

J, 
leg. 3, no. 7, f. 19r. 

 
1-1  
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D
escripción 

de algunas 
provincias 

y obispados 
de A

m
érica,  

año 

de 1771,  R
A

H
, 9/5907, 

f. 96r; D
ecreto 

real 
al obispo 

de Santa 
C

ruz 
de la Sierra, 

sobre 
el nuevo 

gobierno 
espiritual 

y tem
poral 

de las m
isiones 

de indios 
chiquitos 

y m
oxos, 

en aquella 
provincia, 

San 
Ildefonso,  

15/IX
/1772, 

B
L

, 4745. 
f. 9.  (28.)  , pp. 39-41; 

C
opia 

de la relación 
escrita 

por 
el gobernador 

L
ázaro 

de 
R

ibera, 
San 

Pedro,  24/IX
/1792, 

A
G

N
A

, 
Sala IX

, 7-7-2,  ff. 5v-7r; C
a-

rrasco 
1832: 16; D

'O
rbigny  

1844/111: 230-231. 
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lock 

1994: 
125-148; 

C
arvalho
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U
rey 

1976; C
hávez 

Suárez 
1986: 339-499; Parejas 

M
oreno 

1976; R
ené-M

oreno 
1974: 11-85; R

oca 
1992. 

D
eclaraciones 

de los adm
inistradores 

de los 
pueblos 

de E
xaltación, 

San Javier, 
T

rinidad 
y L

oreto 
sobre 

el estado 
de la provin-

cia de M
oxos, 

San Pedro,  5/11/1806, 
A

B
N

B
, A

M
-G

R
M

,  v. 18, no. X
X

X
II,  ff. 264v, 269r. 
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1° A
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N
B

, A
M

-G
R

M
,  v. 18, no. X

X
X

V
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C
arta 

de los 
curas 

de San 
Pedro 

al vicario 
juez 

eclesiástico 
Felipe 

Santiago 

C
ortéz 

y otra 
de José 

de M
endizabal 

é Im
as 

al m
ism

o 
vicario 

sobre 
los 

conflictos 
entre 

el gobernador 
y el pueblo 

de San 
Pe-

dro, 
San Pedro,  28/W

/1822 
y C

ochabam
ba, 

3/V
I/1822, 

A
PB

C
J, 

M
M

-0060; 
D

'O
rbigny  

1844/111: 133, 235. 

 
11'111  

Ç
-)  

t6'  
Z

1-.1141111-4.)A
-1° Inform

e 
del gobernador 

L
ázaro 

de R
ibera 

sobre 
el desastroso 

estado 
en que 

se encuentra 
su 

provincia 
y 

los 
m

edios 
que 

él considera 
oportunos 

para 
rem

ediarlo, 
San 

Pedro,  22/11/1788 
&

  15/IV
/1788, 

R
A

H
, M

ata 
L

inares, 
9/1664,  

ff. 546r, 
561r-561v, 

562r-562v; 
C

opia 
de la relación 

escrita 
por 

el gobernador  
L

ázaro 
de R

ibera, 

San Pedro,  24/IX
/1792, 

A
G

N
A

, Sala IX
, 7-7-2,  ff. 7v-9r. 

C
opia 

de la carta 
escrita 

por 
el cacique 

de T
rinidad 

G
regorio 

G
onzález 

al de San 
Pedro, 

1/X
/1810, 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 18, 

no.  X
X

X
V

III, f. 436r. 

R
epresentación 

hecha 
al gobernador 

L
ázaro 

de R
ibera 

por el cacique 
y dem

ás 
jueces 

del pueblo 
de T

rinidad, 
m

anifestando 
los 

escándalos 
que 

com
ete 

su cura 
R

am
ón 

L
airana, 

San 
Pedro, 

7/X
I/1786, 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 8, no. X
II,  ff. 193r-195; Inform

e 
de 

los curas 
prim

ero 
y segundo 

del pueblo 
de L

oreto 
contra 

el indio 
trinitario 

Pedro 
Ignacio 

M
uiba, 

L
oreto, 

31/X
II/1810, 

A
B

N
B

, 

A
M

-G
R

M
,  v. 18, no.  X

X
X

V
III, f. 374r; D

eclaraciones 
de los 

adm
inistradores, 

San Pedro,  5/11/1806, 
A

B
N

B
, 

A
M

-G
R

M
,  v. 18, no. 

X
X

X
II, f. 264r.  C

arvalho  
U

rey  1976;  R
oca  1992  tS.  
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Inform
e 

del gobernador 
interino 

A
ntonio 

A
lvarez 

de Sotom
ayor 

sobre 
las ocurrencias 

habidas 
entre 

los 
pueblos 

de T
rinidad 

y 

San Javier, 
San Pedro, 

24/X
I/1804, 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 17, no. X
V

III,  ff. 170v-171r.
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C
opia 

de la carta 
del secretario 

de gobierno 
L

ucas 
José 

de 
G

onzález 
al gobernador 

Pedro 
Pablo 

de U
rquijo 

sobre 
los 

acon-

tecim
ientos 

del pueblo 
de T

rinidad, 
T

rinidad,  
17/1/1811, 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 18, no. 
X

X
X

V
III, f. 435v; C

opia 
de la carta 

es-

crita 
por 

G
regorio 

G
onzález, 

cacique 
de T

rinidad 
al de San 

Pedro,  
11/X

I/1810, 
A

B
N

B
, 

A
M

-G
R

M
,  v. 18, no. 

X
X

X
V

III, f. 439r; 

Inform
e 

del gobernador 
Pedro 

Pablo 
de 

U
rquijo 

sobre 
el alzam

iento 
de los 

naturales 
del pueblo 

de T
rinidad, 

San 
Pedro, 

4/ 

IV
/1811, 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 
18, no.  X

X
X

V
III, f. 449r.  tl  

K
 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 
18, no.  X

X
X

V
III,  ff. 

436r, 

437r, 438r-438v, 
439r, 440r-440v  1.1.1q5-9° 

C
arvalho 

U
rey 

1976; R
oca 

1992   
N

  
° 

Inform
e 

del 
gobernador 

interino 
A

ntonio 
A

lvarez 
de 

Sotom
ayor 

sobre 
el 

estado 
de 

la 
provincia, 

San 
Pedro,  

29/X
1/1802, 

A
B

N
B

, A
M

-G
R

M
,  v. 17, no.  IV

,  ff. 40v-41v; Inform
e 

del gobernador 
interino 

A
ntonio 

A
lvarez 

de Sotom
ayor, 

San 
Pedro, 

24/X
I/ 

1804, A
B

N
B

,  A
M

-G
R

M
,  v. 

17, no. 
X

V
III,  ff. 175v-176r; 

D
eclaraciones 

de 
los 

adm
inistradores, 

San 
Pedro,  

5/11/1806, 
A

B
N

B
, 

A
M

-G
R

M
,  v. 18, no. X

X
X

II, f. 265r. 

D
eclaraciones 

de los 
adm

inistradores, 
San Pedro,  5/11/1806, 

A
B

N
B

, A
M

-G
R

M
,  v. 18, no. X

X
X

II,  ff. 264v, 267r; C
opia 

del oficio 

de 
los curas 

prim
ero 

y segundo 
de 

L
oreto 

al gobernador 
Pedro 

Pablo 
de U

rquijo, 
L

oreto, 
15/X

II/1810, 
A

B
N

B
, 

A
M

-G
R

M
,  v. 

18, no. X
X

X
V

III,  ff. 361r-361v. 
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e 

del 
gober-

nador 
interino 

A
ntonio 

A
lvarez 

de Sotom
ayor, 

San Pedro, 
24/X

I/1804, 
A

B
N

B
, A

M
-G

R
M

,  v. 17, no. X
V

III,  ff. 175v-176r. 

Inform
e 

del gobernador 
interino 

A
ntonio 

A
lvarez 

de Sotom
ayor 

sobre 
el m

al estado 
de las escuelas 

de prim
eras 

letras 
y de las 

de 
dibujo 

por falta 
de textos 

y útiles, 
y sobre 

lo abandonado 
que 

está 
por los 

curas 
el aprendizaje 

de la doctrina 
cristiana, 

a 

causa 
de haber 

todos 
contraído 

la costum
bre 

de 
delegar 

esta 
enseñanza 

a indios 
doctrineros, 

y de no pensar 
en ello 

ni aun a 

tiem
po 

de adm
inistrar 

los sacram
entos, 

San Pedro,  
16/V

II/1804, 
A

B
N

B
, A

M
-G

R
M

,  v. 17, no. X
, f. 107v. 

D
eclaraciones 

de los adm
inistradores, 

San Pedro, 
5/11/1806, 

A
B

N
B

, A
M

-G
R

M
,  v. 18, no. X

X
X

II, f. 264v. 
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de la carta 
escrita 

por 
el cacique 

de T
rinidad 

G
regorio 

G
onzález, 

al de la capital 
Juan 

M
araza, 

6/X
/1810, 

A
B

N
B

, 
A

M
-

G
R

M
,  v. 18, no.  X

X
X

V
III, f. 440r.
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Inform
e 

del gobernador 
Pedro 

Pablo 
de U

rquijo 
sobre 

el alzam
iento 

de los naturales 
del pueblo 

de T
rinidad, 

San Pedro, 
9/11/ 

1811, A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 18, no. X
X

X
V

III, f. 347v. 

D
eclaraciones 

de los 
adm

inistradores, 
San Pedro, 

5/11/1806, 
A

B
N

B
, A

M
-G

R
M

,  v. 18, no. X
X

X
II, f. 265r. 

C
opia 

del oficio del adm
inistrador 

de L
oreto 

al gobernador 
Pedro 

Pablo 
de U

rquijo, 
L

oreto,  26/X
II/1810, 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 

18, no.  X
X

X
V

III, f. 376r. 

Inform
e 

del gobernador 
interino 

A
ntonio 

A
lvarez 

de Sotom
ayor, 

San 
Pedro, 

24/X
I/1804, 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 17, no. X
V

III, f. 

171r. 

O
ficio 

del adm
inistrador 

de L
oreto 

al gobernador 
Pedro 

Pablo 
de U

rquijo, 
L

oreto, 
15/X

II/1810, 
A

B
N

B
, 

A
M

-G
R

M
,  v. 18, no. 

 
X

X
X

V
III, f. 358r. 

D
eclaraciones 

de los adm
inistradores, 

San Pedro, 
5/11/1806, 

A
B

N
B

, 
A

M
-G

R
M

,  v. 18, no.  X
X

X
II, f. 269r. 
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) 
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L
ondon 

(B
L

) 

B
iblioteca 

de la R
eal A

cadem
ia 

de la H
istoria, 

M
adrid 

(R
A

H
) 

 
C

olección 
M

ata 
L

inares

, ̀ 1  
111  1:72  

-E
(  1-

",:ti 

I-r;, 
'--,

A
ltam

irano, D
iego Francisco 

1979 
H

istoria de la m
isión de los m

ójos. L
a Paz: Instituto B

oliviano de C
ultura. 

B
eingolea, Juan de 

2007 
R

elación del estado de las m
isiones de M

ojos escrita por el Padre Juan de B
eingolea S.J. 1768. In Javier R

eynaldo L
ozano 

    
Y

alico &
 Joan M

anuel M
orales C

am
a, Poblando el cielo de alm

as. L
as m

isiones de M
ojos: Fuentes docum

entales (siglo  XV
III)  ,      

pp. 121-134. L
im

a: Javier R
eynaldo L

ozano Y
alico &

 Joan M
anuel M

orales C
am

a. 

C
arrasco, José M

atías 

1832 
D

escripción sinóptica de M
ojos. C

ochabam
ba. 

C
astillo, Joseph de 

1906 
R

elación de la provincia de M
ojos. In M

anuel V
. B

allivián (ed.) D
ocum

entos para la historia geográfica de la república de B
o-

     
livia,  v. 1, pp. 294-395. L

a Paz: J. M
. G
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arra.
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C
ook, N

oble D
avid (ed.) 

1975 
T

asa de la visita general de Francisco de T
oledo. L

im
a: U

niversidad N
acional M

ayor de San M
arcos. 

D
'O

rbigny, A
lcide 

1835-1847 
V

oyage dans l'A
m

érique m
éridionale. 9  vols. Paris: P. B

ertrand &
 Strasbourg: V

. L
evrault. 

E
der, Francisco Javier 

1985 
B

reve descripción de las reducciones de M
ojos, ca. 1772. C

ochabam
ba: H

istoria B
oliviana. 

Jim
énez de la E

spada, M
arcos (ed.) 

1920 
D
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